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Ｆｒｏⁿｔ Ｔｏｐｉｃｓ

「
七
回
忌
」の
節
目
に

誓
う
復
興
へ
の
思
い

東日本大震災
追悼式

平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２

時
46
分
に
発
生
し
、
震
災

関
連
死
を
含
む
死
者
１
６
０
２
人

と
行
方
不
明
者
２
０
３
人
を
出
し
、

市
に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し

た
東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
６
年
︱
。

「
陸
前
高
田
市
東
日
本
大
震
災
追

悼
式
」
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

特
設
テ
ン
ト
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
遺
族
や
関
係
者
な
ど

約
千
人
が
参
列
。
午
後
２
時
46
分
、

政
府
主
催
の
追
悼
式
の
中
継
に
合

わ
せ
、
参
列
者
全
員
で
黙
と
う
し

ま
し
た
。
戸
羽
太
市
長
は
「
新
た

な
魅
力
と
新
し
い
産
業
を
つ
く
る

こ
と
で
、
市
が
持
続
可
能
な
ま
ち

と
し
て
未
来
永え

い
ご
う劫
存
続
で
き
る
よ

う
全
力
で
ま
い
進
し
ま
す
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
遺
族
を
代
表

し
て
阿あ

べ部
裕ひ

ろ
み美

さ
ん（
49
）＝
竹
駒

町
＝
が
「
あ
の
日
、
生
か
さ
れ
た

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
一
日

を
大
切
に
生
き
て
い
く
こ
と
。
未

来
を
信
じ
、
み
ん
な
で
新
し
い
ま

ち
を
築
い
て
い
く
こ
と
。
震
災
を

忘
れ
ず
、
世
界
へ
未
来
へ
伝
え
続

け
て
い
く
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
焦

る
こ
と
な
く
一
歩
ず
つ
前
に
進
ん

で
い
き
ま
す
」
と
津
波
の
犠
牲
と

な
っ
た
両
親
に
語
り
か
け
な
が
ら

追
悼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

参
列
者
は
、
亡
き
家
族
や
知
人

を
思
い
献
花
台
に
花
を
添
え
、
静

か
に
手
を
合
わ
せ
て
、
一
日
も
早

い
古
里
の
復
興
を
誓
い
ま
し
た
。

♳︳ 東日本大震災から丸６年を
迎えて行われた追悼式には遺族
や関係者ら約千人が参列した
♴︳ 遺族を代表して追悼の言葉
を述べた阿部裕美さんは、かさ
上げ地でもう一度店を構えるこ
とを亡くなった両親に報告し、

「見守ってくださいね」と言葉を
かけた
♵︳ 参列者一人一人がそれぞれ
の思いを胸に、犠牲者への哀悼
の祈りを込めて献花し、静かに
手を合わせた
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特集　START  ー 平成29年度 ー

平成2₉年度
施政方針基

本
施
策

震
災
復
興
計
画
の

着
実
な
推
進　
　

　

29
年
度
は
震
災
復
興
計
画
の
７

年
目
、「
復
興
展
開
期
」の
４
年
目

で
計
画
期
間
も
残
り
２
年
と
な
り

ま
す
。
事
業
の
完
了
を
見
据
え
て
、

課
題
解
決
に
取
り
組
み
な
が
ら
確

実
に
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

高
田
地
区
、
今
泉
地
区
の
土
地

区
画
整
理
事
業
で
コ
ン
パ
ク
ト
な

新
市
街
地
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、

被
災
者
の
住
宅
再
建
に
向
け
、
高

台
へ
の
住
宅
用
地
の
確
保
を
進
め

ま
す
。
災
害
公
営
住
宅
は
第
１
四

半
期
内
に
全
て
の
建
設
が
完
了
す

る
予
定
で
す
。
応
急
仮
設
住
宅

は
、
撤
去
・
集
約
化
の
基
本
方
針

や
住
宅
再
建
に
関
す
る
最
終
確
認

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、「
撤
去
・

集
約
化
の
基
本
方
針
」
を
見
直
し
、

学
校
用
地
に
つ
い
て
は
、
優
先
的

に
縮
小
や
、
撤
去
集
約
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

総
合
戦
略
の
実
践　
　

　

総
合
戦
略
に
掲
げ
る
七
つ
の
基

本
施
策
を
推
し
進
め
る
こ
と
で
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
抑
え

ら
れ
、
地
域
の
産
業
、
生
活
に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
、
対
外
的
な
交
流

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
維
持

や
活
性
化
が
図
ら
れ
て
、
次
世
代

を
担
う
若
者
を
は
じ
め
、
市
民
誰

も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼「
陸
前
高
田
思
民
」の
拡
大
と
市

民
総
活
躍
の
環
境
づ
く
り　
４
月

に
オ
ー
プ
ン
す
る
「
陸
前
高
田
グ

ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
」
で
は
、

多
様
な
主
体
が
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
る
場
を
創
出
し
、
交
流
人
口

の
拡
大
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
陸

前
高
田
市
に
関
心
と
愛
着
を
持
ち

続
け
る
人
を
対
象
に
「
陸
前
高
田

思
民
」
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

▼
ふ
る
さ
と
「
陸
前
高
田
」
住
み

た
い
ま
ち
移
住
・
定
住
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト　
空
き
家
バ
ン
ク
の
創

設
や
移
住
定
住
に
関
す
る
総
合
サ

イ
ト
の
作
成
、
移
住
相
談
者
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
設
置
、
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
者
を
対
象
と
し
た
「
お
試

し
居
住
」
な
ど
、
移
住
者
の
受
け

入
れ
か
ら
受
け
入
れ
後
ま
で
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
言
葉
の
い
ら
な
い

ま
ち
づ
く
り　
　
　
　

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
や
推
進
講
演
会
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
マ
ナ
ー
検
定
な
ど

を
通
し
て
、
市
民
と
共
に
「
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉

の
い
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
機

運
を
醸
成
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

市
民
と
共
に
復
興
を
実
感
し

陸
前
高
田
の
未
来
開
く
年
に

震
災
復
興
計
画
に
掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の
主
要
施
策

❶
災
害
に
強
い
安
全
な　
　

ま
ち
づ
く
り　
　
　
　
　

▼
海
岸
保
全
施
設　
県
と
連
携
し
、

気
仙
川
水
門
の
早
期
完
成
を
目
指

し
ま
す
。

▼
災
害
に
強
い
道
づ
く
り　
国
道

45
号
ア
ッ
プ
ル
ロ
ー
ド
交
差
点
と

高
田
地
区
の
高
台
の
エ
リ
ア
を
浸

水
区
域
外
で
直
接
結
ぶ（
仮
称
）高

田
・
米
崎
間
道
路
の
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

▼
地
域
防
災
対
策　
地
域
防
災
計

画
を
見
直
す
ほ
か
、
避
難
誘
導
標

識
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

▼
災
害
に
強
い
情
報
通
信
イ
ン
フ

ラ
の
整
備　
防
災
行
政
無
線
子
局

の
新
設
や
戸
別
受
信
機
の
貸
与
と

と
も
に
、
放
送
内
容
の
メ
ー
ル
配

信
シ
ス
テ
ム
、
電
話
対
応
サ
ー
ビ

ス
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
自
主
防
災
組
織　
地
域
防
災
の

リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に
研
修
会
を
開

く
ほ
か
、
防
災
資
機
材
の
整
備
費

を
引
き
続
き
助
成
し
ま
す
。

▼
消
防
の
救
援
・
救
護
体
制　
迅

速
な
消
防
救
急
体
制
を
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
消
防
職
員
、
消
防

団
員
の
訓
練
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
啓
発

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
消
防
屯
所　
順
次
高
台
に
整
備

し
、
消
防
団
員
確
保
に
努
め
ま
す
。

❷
快
適
で
魅
力
の
あ
る　
　

ま
ち
づ
く
り　
　
　
　
　

▼
被
災
し
た
住
居
地
域　
移
転
元

の
用
地
取
得
や
取
得
用
地
を
管
理

し
、
土
地
の
利
活
用
に
向
け
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
な
ど
の
整
備
を

図
り
ま
す
。

▼
市
道
な
ど
の
整
備　
高
台
移
転

事
業
に
併
せ
た
関
連
道
路
の
整
備

と
、
防
災
道
路
網
の
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

▼
橋
の
整
備　
姉
歯
橋
と
誂
石
橋

の
復
旧
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

（
仮
称
）今
泉
大
橋
、
気
仙
大
橋
の

一
日
も
早
い
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

▼
公
共
交
通　
Ｊ
Ｒ
大
船
渡
線
Ｂ

Ｒ
Ｔ
「
ま
ち
な
か
陸
前
高
田
駅
」

を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
復
興
段

階
に
応
じ
た
柔
軟
な
運
行
の
実
施

な
ど
、
市
民
や
来
訪
者
に
と
っ
て

安
全
安
心
で
、
利
用
し
や
す
い
公

共
交
通
環
境
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備　
高
田

松
原
津
波
復
興
祈
念
公
園
内
に
野

球
場
や
サ
ッ
カ
ー
場
を
復
旧
し
、

工
事
に
着
手
し
ま
す
。

▼
新
庁
舎
の
整
備　
建
設
位
置
を

決
定
し
、
整
備
に
係
る
事
務
事
業

に
着
手
し
ま
す
。

❸
市
民
の
暮
ら
し
が　
　
　

安
定
し
た
ま
ち
づ
く
り　

▼
一
般
住
宅　
耐
震
診
断
や
耐
震

改
修
に
対
す
る
助
成
を
引
き
続
き

行
い
ま
す
。

▼
水
道
事
業　
地
域
が
共
同
で
行

う
給
水
設
備
な
ど
の
整
備
に
対
し
、

支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
簡
易
水
道　
横
田
地
区
の
拡
張

工
事
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

▼
下
水
道
事
業　
北
幹
線
の
道
路

整
備
に
併
せ
て
、
汚
水
管か

ん
き
ょ渠

の
整

備
を
進
め
ま
す
。

▼
浄
化
槽
設
置
事
業　
浄
化
槽
設

置
に
対
す
る
補
助
に
、
市
独
自
の

か
さ
上
げ
補
助
を
継
続
し
ま
す
。

▼
子
育
て
支
援　
今
泉
保
育
所
を

高
台
に
移
転
し
、
支
援
セ
ン
タ
ー

や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
併
設
し

た
施
設
と
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
出
生
や
小
中
学

校
入
学
時
に
、
保
護
者
に
対
し
新

生
児
用
品
や
学
用
品
が
購
入
で
き

る
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
ま
す
。

▼
ひ
と
り
親
な
ど
の
生
活
支
援　

ひ
と
り
親
支
援
員
を
配
置
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
の
貧
困
に
係
る

実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

▼
県
立
高
田
病
院　
内
科
や
皮
膚

科
の
常
勤
医
師
の
配
置
な
ど
診
療

体
制
の
充
実
を
県
に
対
し
て
働
き

掛
け
ま
す
。

▼
広
田
診
療
所　
６
月
の
完
成
を

目
指
す
と
と
も
に
、
常
勤
医
師
の

確
保
と
診
療
所
機
能
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

▼
二
又
診
療
所　
駐
車
場
の
確
保

な
ど
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

▼
医
療
費
助
成　
助
成
対
象
を
中

学
生
ま
で
拡
大
す
る
ほ
か
、
未
就

学
児
童
と
妊
産
婦
を
対
象
に
現
物

給
付
を
実
施
し
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
税　
低
所
得
世

帯
に
対
し
減
免
を
継
続
し
ま
す
。

▼
健
康
支
援　
地
域
包
括
ケ
ア
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
設
置
や
、
健
康
相

談
員
に
よ
る
仮
設
住
宅
な
ど
へ
の

訪
問
、
健
康
相
談
の
ほ
か
、
見
守

り
や
地
域
と
の
交
流
事
業
を
実
施
、

サ
ロ
ン
を
開
設
し
ま
す
。

▼
母
子
保
健　
定
期
的
な
健
診
と

各
種
教
室
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
３
歳
６
カ
月
児
の
県

内
虫
歯
保
有
率
ワ
ー
ス
ト
１
か
ら

の
脱
却
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

▼
生
活
支
援　
移
動
困
難
者
に
タ

ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
す
る

「
ふ
る
さ
と
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
」

を
実
施
し
し
ま
す
。

▼
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム　

「
地
域
ケ
ア
会
議
」
を
広
げ
る
ほ

か
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
で
、
家
族
を
含
め
た
初
期
支
援

を
包
括
的
・
集
中
的
に
行
い
ま
す
。

▼
被
災
者
支
援　
住
宅
再
建
の
各

種
補
助
金
や
、
相
談
会
を
開
催
し

な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
ま
す
。

昨年1₀月４日に行われた推進フォーラム

高田松原復興祈念公園内に野球場やサッカー場を復旧

　
平
成
2₉
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会
（
３
月
定
例
会
）
は
︑
２
月
22
日
か
ら
３
月
14
日
ま
で
開
か
れ
︑
初

日
に
戸
羽
太
市
長
が
施
政
方
針
演
述
を
述
べ
ま
し
た
︒「
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進
と
と
も
に
︑
大
学
や

企
業
な
ど
と
連
携
を
強
め
︑
な
り
わ
い
の
再
生
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
取
り
組
む
︒﹃
市
民
と
共
に
復
興

を
実
感
で
き
る
﹄﹃
将
来
へ
の
希
望
を
見
い
だ
す
こ
と
の
で
き
る
﹄陸
前
高
田
市
の
未
来
を
開
く
年
に
す
る
」

と
決
意
表
明
し
た
2₉
年
度
の
指
針
︒
こ
こ
で
は
︑
そ
の
内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
（
施
政
方

針
演
述
の
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）︒
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❹
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

▼
た
か
た
の
ゆ
め　
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
と
安
定
供
給
体
制
の
確
立

を
目
指
し
、
市
場
評
価
の
向
上
と

栽
培
体
系
の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

▼
高
田
松
原
地
域
資
源
活
用
総
合

交
流
施
設（
道
の
駅
）　
国
、
県
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
整
備
を
進

め
ま
す
。

▼
農
産
物
の
生
産
性
の
向
上　
意

欲
あ
る
経
営
体
に
対
し
、
施
設
整

備
や
機
械
導
入
な
ど
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

▼
鳥
獣
被
害
防
止
対
策　
電
気
柵

の
設
置
エ
リ
ア
を
拡
大
す
る
と
と

も
に
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
に

よ
る
捕
獲
活
動
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

▼
林
業
振
興　
良
質
の
用
材
の
生

産
や
地
域
木
材
の
有
効
利
用
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
原
木
し
い
た

け
生
産
者
へ
の
環
境
整
備
と
資
材

導
入
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

▼
林
業
の
担
い
手
対
策　
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
、
新
規
参

入
を
促
す
事
業
モ
デ
ル
の
構
築
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
定
住
促
進
に

つ
な
げ
る
た
め
、
農
業
と
林
業
が

持
つ
複
合
的
な
地
域
資
源
を
活
用

し
た
仕
事
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

▼
地
元
木
材
の
利
用
促
進　
住
宅

再
建
に
限
っ
て
い
た
支
援
対
象
を

店
舗
整
備
に
も
拡
大
し
ま
す
。

▼
松
く
い
虫
被
害
対
策　
被
害
木

の
効
率
的
な
駆
除
作
業
を
進
め
る

と
と
も
に
、
樹
幹
注
入
な
ど
の
防

除
作
業
を
進
め
ま
す
。

▼
漁
港
整
備　
県
管
理
漁
港
や
只

出
漁
港
で
防
波
堤
や
船
揚
場
、
臨

港
道
路
な
ど
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

▼
養
殖
漁
業
の
振
興　
特
定
養
殖

共
済
へ
の
加
入
促
進
と
生
食
用
カ

キ
な
ど
の
出
荷
に
伴
う
自
主
検
査

費
用
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
エ
ゾ
イ
シ
カ
ゲ
貝　
陸
前
高
田

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、

国
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も

に
、
年
間
水
揚
げ
量
１
０
０
㌧
を

達
成
す
る
た
め
、
生
産
体
制
の
強

化
を
進
め
ま
す
。

▼
漁
業
の
担
い
手
育
成
確
保
対
策

小
中
学
生
や
高
田
高
校
海
洋
シ
ス

テ
ム
科
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
体

験
学
習
の
開
催
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、「
が
ん
ば
る
海
の
担
い
手

支
援
事
業
」
で
新
規
参
入
者
や
担

い
手
の
育
成
確
保
に
努
め
ま
す
。

▼
商
工
業
の
再
建　
新
た
な
市
街

地
へ
商
店
や
事
業
所
の
早
期
再
建

が
図
ら
れ
る
よ
う
な
各
種
補
助
金

や
、「
店
舗
等
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
推
進
事
業
」
な
ど
を
継
続

し
、
商
店
街
再
生
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
商
工

会
活
動
の
拠
点
と
な
る
商
工
会
館

整
備
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
産
業
の
活
性
化　
ふ
る
さ
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
や
関
係
団
体
と
連
携

し
、
雇
用
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
物
産
振
興　
産
業
ま
つ
り
の
開

催
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
の

推
進
、
市
外
へ
の
販
路
拡
大
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

ご
当
地
グ
ル
メ
「
陸
前
高
田
ホ
タ

テ
と
ワ
カ
メ
の
炙あ

ぶ

り
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
御
膳
」
の
更
な
る
知
名
度
の
向

上
に
努
め
、
地
場
産
品
の
消
費
拡

大
を
図
り
ま
す
。

▼
観
光
振
興　
防
災
教
育
や
農
林

水
産
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
た

教
育
旅
行
、
企
業
研
修
の
誘
致
に

取
り
組
む
ほ
か
、
外
国
人
を
含
め

た
旅
行
者
の
受
け
入
れ
体
制
の
強

化
を
進
め
ま
す
。

▼
交
流
人
口
の
拡
大　
名
古
屋
市

や
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
を
は
じ
め
、

支
援
い
た
だ
い
て
い
る
自
治
体
や

団
体
な
ど
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

を
図
る
と
と
も
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
や
米
国
、
特
に
も
高
田
高
校
と

交
流
の
あ
る
ク
レ
セ
ン
ト
シ
テ
ィ

市
と
の
友
好
関
係
を
構
築
し
ま
す
。

▼
奇
跡
の
一
本
松　
来
訪
者
の
安

全
性
と
利
便
性
の
向
上
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、（
仮
称
）一
本
松
記
念

館
は
、
市
立
博
物
館
と
の
一
体
的

整
備
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

▼
ふ
る
さ
と
納
税　
高
齢
者
や
障

が
い
の
あ
る
人
の
就
労
支
援
を
通

じ
た
生
き
が
い
づ
く
り
と
、
新
た

な
特
産
品
の
開
発
な
ど
に
取
り
組

み
な
が
ら
情
報
発
信
を
し
ま
す
。

❺
環
境
に
や
さ
し
い　
　
　

 

ま
ち
づ
く
り　
　
　
　
　

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー　
太
陽

光
発
電
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど

の
一
般
家
庭
へ
の
導
入
を
支
援
し

ま
す
。
ま
た
、（
仮
称
）総
合
交
流

セ
ン
タ
ー
や
小
友
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
太
陽
光
発
電
と

蓄
電
設
備
を
設
置
し
ま
す
。

❻
協
働
で
築
く
ま
ち
づ
く
り

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
の
整
備

小
友
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
29
年
度
内
完
成
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
、
既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

設
置
し
ま
す
。

▼
自
治
会
館　
津
波
で
流
失
し
た

施
設
の
新
築
再
建
、
防
災
や
避
難

所
に
対
応
し
た
増
改
築
、
世
帯
数

が
大
幅
に
増
加
し
た
地
域
の
施
設

整
備
を
支
援
し
ま
す
。

行
財
政
運
営

▼
市
職
員　
職
員
一
人
一
人
が
常

に
市
民
の
目
線
に
立
ち
、
情
報
の

共
有
化
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

業
務
に
取
り
組
み
ま
す
。

特集　START  ー 平成29年度 ー

郷
土
で
学
び
夢
を
開
く
、
心
豊
か
で 

た
く
ま
し
い
ま
ち
づ
く
り

❶「
生
き
る
力
」を
育
む　
　

 

学
校
教
育
の
推
進　
　
　

▼
確
か
な
学
力
の
育
成　
児
童
生

徒
が
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
や

技
能
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度
な
ど
を
確
実
に
身
に
付
け
ら

れ
る
よ
う
、
一
人
一
人
の
状
況
に

応
じ
た
指
導
を
進
め
ま
す
。

▼
豊
か
な
心
の
育
成　
生
命
の
大

切
さ
や
思
い
や
り
の
心
、
家
族
愛

や
郷
土
愛
、
強
い
意
志
な
ど
を
育

む
た
め
、
道
徳
教
育
・
体
験
活
動

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

▼
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
力
を

育
む
校
教
育　
未
来
へ
の
夢
や
希

望
を
育
み
、
困
難
を
乗
り
越
え
ら

れ
る
た
く
ま
し
い
力
や
広
い
視
野

を
身
に
付
け
、
一
人
一
人
在
り
方

や
生
き
方
を
学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
実

践
発
表
会
な
ど
を
通
し
て
、
確
か

に
語
り
継
い
で
い
く
防
災
教
育
を

推
進
し
ま
す
。

▼
一
人
一
人
に
配
慮
し
た
学
校
教

育　
震
災
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
る
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
心
の
ケ
ア
に
努
め
ま
す
。

❷
人
生
を
豊
か
に
す
る　
　

 

生
涯
学
習
、
魅
力
あ
る　

 

社
会
教
育
の
推
進　
　
　

▼
生
き
が
い
を
育
む
社
会
教
育　

学
校
の
学
習
支
援
や
託
児
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
市
民
と
連
携
し
た
推

進
体
制
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進　
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
や
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な

ど
各
種
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会

を
増
や
す
よ
う
に
努
め
ま
す
。

❸
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に　

向
け
た
教
育
環
境
の
整
備

▼
図
書
館　
市
民
の
読
書
環
境
の

拠
点
や
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る

役
割
を
担
う
施
設
に
な
る
よ
う
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

▼
博
物
館　
震
災
や
復
興
の
過
程

な
ど
、
そ
の
歴
史
や
営
み
を
後
世

に
伝
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
す

施
設
に
な
る
よ
う
に
一
本
松
記
念

館
と
一
体
的
な
基
本
構
想
の
策
定

を
進
め
ま
す
。

▼
学
校
整
備　
気
仙
小
学
校
は
、

30
年
度
内
の
授
業
開
始
に
向
け
建

設
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
高
田
小
学
校
は
、
高
台
の
移

転
用
地
の
引
き
渡
し
後
に
速
や
か

に
工
事
に
移
行
す
る
よ
う
に
配
置

計
画
や
建
物
の
設
計
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

❹
多
様
で
個
性
あ
る　
　
　

 

文
化
の
創
造　
　
　
　
　

▼
芸
術
文
化　
市
民
芸
術
祭
な
ど

の
取
り
組
み
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
文
化
財
の
保
存
と
活
用　
国
指

定
史
跡
中
沢
浜
貝
塚
歴
史
防
災
公

園
の
活
用
や
県
指
定
文
化
財
吉
田

家
住
宅
の
復
元
へ
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

教育行政
方針

市民マラソン大会など各種大会を開催

岡
本
雅
之
氏
が
副
市
長
に
就
任

　
３
月
14
日
の
市
議
会
第
１
回
定

例
会
で
、
国
土
交
通
省
中
国
地
方

整
備
局
道
路
計
画
課
の
岡お

か
も
と本

雅ま
さ
ゆ
き之

氏（
35
）が
新
た
に
副
市
長
に
選
任

さ
れ
、
４
月
１
日
付
で
就
任
し
ま

し
た
。

　

就
任
式
は
４
月
３
日
、
市
役
所

で
行
わ
れ
、
岡
本
氏
は
職
員
を
前

に
「
復
興
事
業
が
進
み
、
こ
れ
か

ら
は
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
皆
さ
ん
の
知
恵
を
借

り
な
が
ら
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

長
谷
部
智
久
氏
が
副
市
長
を
退
任

　

長は

せ

べ
谷
部
智と

も
ひ
さ久
氏（
39
）が
３
月
31

日
で
副
市
長
を
退
任
し
ま
し
た
。

　

長
谷
部
氏
は
27
年
８
月
に
副
市

長
に
就
任
。
市
街
地
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
な
ど
震
災
復
興
と
市
政
の
発

展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
３
月
31
日
に
行
わ
れ
た
退
任
式

で
長
谷
部
氏
は
「
復
興
さ
せ
る
だ

け
で
な
く
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
成
し
遂
げ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

岡本雅之（35）
兵庫県芦屋市出身

【略歴】
平成18年　京都大学大学院修了
　同上　　国土交通省技官採用
平成24年　中国地方整備局岡山

国道事務所計画課長
平成2６年　中国地方整備局道路

部道路計画課長　　

職
員
に
拍
手
で
送
ら
れ
る

長
谷
部
智
久
前
副
市
長　

ご
当
地
グ
ル
メ
「
ホ
タ
ワ
カ
御
膳
」
は

デ
ビ
ュ
ー
１
年
で
７
４
６
３
食
を
提
供

本年度も民泊で多くの修学旅行生
などが陸前高田に訪れる予定
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1,019億
1,100万円

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

1,293億
6,000万円 1,195億

2,000万円

689億
5,700万円

767億
4,800万円

特集　START  ー 平成29年度 ー

一般会計総額は
₇₆₇億₄︐₈₀₀万円
―  前年度比₁₁．₃％増  ―

歳出
767億

4,800万円

議会費・商工費ほか
19億8,309万円(2.6％)

総務費
96億9,157万円
(12.6％)

土木費
469億4,230万円
(61.2％)

民生費
37億2,252万円
(4.8％)

衛生費
14億2,874万円
(1.9％)

農林水産業費
18億3,587万円
(2.4％)

公債費
13億6,185万円
(1.8％)

災害復旧費
64億650万円
(8.3％)

教育費
33億7,556万円
(4.4％)

歳入
767億

4,800万円
自主財源
54.0％

依存財源
46.0％

繰入金
354億8,271万円
(46.2％)

県支出金 
22億6,377万円
(2.9％)

市債 22億9,501万円(3.0％)

その他依存財源
4億3,370万円(0.6％)

その他自主財源
42億2,257万円(5.6％)

地方交付税
176億7,323万円
(23.0％)

国庫支出金
126億7,405万円

(16.5％)

市税 17億296万円(2.2％)

　

歳
入
の
内
訳
は
上
の
円
グ

ラ
フ
１
の
と
お
り
で
す
。
最

も
多
い
の
は
繰
入
金
の
３
５
４
億
８
２
７

１
万
円
（
46
・
２
％
）。市
税
は
前
年
度
比

２
・
１
％
減
の
17
億
２
９
６
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
自
主
財
源
は
４
１
４
億
８
２

４
万
円（
54
・
０
％
）で
、
前
年
度
41
億
５

１
２
７
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、

依
存
財
源
は
３
５
３
億
３
９
７
６
万
円
と

前
年
度
比
で
36
億
３
９
７
２
万
円
増
加
。

内
訳
は
、
地
方
交
付
税
が
約
25
億
円
、
国

庫
支
出
金
と
市
債
が
約
６
億
円
ず
つ
増
え

て
い
ま
す
。

　

市
債
は
、
前
年
度
比
36
・
４
％
増
の
22

億
９
５
０
１
万
円
。
29
年
度
末
の
残
高
は

１
４
１
億
７
８
６
５
万
円
と
な
り
、
市
民

一
人
当
た
り
の
借
金
は
71
万
６
千
円
と
な

る
見
込
み
で
す
。

　29年度の市の予算は市議会第
１回定例会の最終日（３月14日）
に可決されました。一般会計の
予算額は、前年度比77億9，100万
円（11．3％）増の767億4，８00万円、
６つの特別会計を合わせた総額
では８3８億6，８07万円となりまし
た。厳しい財政状況が続く中、
限られた財源を最大限に活用し、
復旧・復興事業を最優先に進め
るとともに、「まち・ひと・し
ごと総合戦略」に基づき、交流
人口の拡大や子育て支援などの
事業を推進します。
◆問い合わせ先…市役所財政課
財政係（内線151）
※金額は１万円未満を四捨五入

平成2₉年度

予算

平成₂₉年度各会計の予算額

会　計　名 予算額⎝前年度当初比⎠

一般会計 ₇₆₇億₄，800万円⎝＋ 11．3％⎠

■特別会計

下水道事業 ₇億3，₇3₅万円⎝＋1₉．1％⎠ 

農業集落排水事業 　  ６︐６83万円⎝＋₀．₉％⎠  

漁業集落排水事業 1億₅，６3６万円⎝＋1₀₀．₇％⎠

国民
健康
保険

事業勘定 2₉億4，₅8₅万円⎝－3．2％⎠  

診療施設勘定 2億3，₉₉4万円⎝－4₇．₅％⎠ 

後期高齢者医療 2億1，₇₀₀万円⎝＋1．3％⎠  

介護
保険

保険事業勘定 2₇億4，₅₉2万円⎝－1．₅％⎠  

介護サービス
事業勘定 1，₀82万円⎝－13．4％⎠ 

歳
入

　

歳
出
の
内
訳
を
目
的
別
に

見
た
の
が
上
の
円
グ
ラ
フ
２

で
す
。
土
木
費
が
４
６
９
億
４
２
３
０
万

円
で
最
も
多
く
全
体
の
61
･
２
％
。
次
い

で
、
総
務
費
が
12
・
６
％
と
な
っ
て
お
り
、

復
興
に
関
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
予
算
が

大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
震
災
復
興
計
画

に
基
づ
く
重
点
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︻
災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
︼　
漁

港
海
岸
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
＝
３
億
３

７
８
万
円

︻
快
適
で
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
︼　
高

田
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
費
＝
１
４
８

億
２
７
９
８
万
円
、
今
泉
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
費
＝
95
億
９
７
１
７
万
円

︻
市
民
の
暮
ら
し
が
安
定
し
た
ま
ち
づ
く
り
︼

社
会
教
育
施
設
災
害
復
旧
事
業
費（﹇
仮

称
﹈総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
建
設
）＝

22
億
１
０
３
５
万
円
、
保
健
体
育
施
設
建

設
事
業
費
＝
12
億
８
７
０
８
万
円

︻
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
︼　
仮
設
店

舗
等
整
備
事
業
費
＝
４
億
３
３
３
０
万
円
、

高
田
松
原
物
産
施
設
整
備
事
業
費
＝
３
億

２
１
９
９
万
円

︻
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
︼　
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
促
進
事
業
費
＝
１
５

０
０
万
円

︻
協
働
で
築
く
ま
ち
づ
く
り
︼　
小
友
地
区

公
共
施
設
整
備
事
業
費
（
小
友
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
移
転
再
建
）
＝

２
億
７
８
５
２
万
円

― 分からない用語はここで確認―

財政用語解説
▶特別会計　特定の収入で特定の事業を

行うために、一般会計とは区別して設
けられる会計

▶事業会計　地方公営企業法の適用を受
け、水道事業のように、事業収入で経
営を行うために設けられる会計

▶収益的収入・支出　単年度の経営で予
定される全ての収益と費用

▶資本的収入・支出　将来の経営活動に
備えて行う建設改良などの支出と、財
源となる収入

▶自主財源　市が自ら収入できる財源
▶市税　皆さんから納めていただく市民

税や固定資産税、軽自動車税など
▶繰入金　基金の取り崩しや、ある会計

から別の会計に繰り入れるお金
▶依存財源　国や県から定められ交付さ

れる財源
▶地方交付税　市の行政サービスが一定

の水準となるように財政状況に応じて
交付されるお金

▶国庫支出金・県支出金　特定の目的達
成のため、国（県）から交付されるお金

▶市債　事業を行うために市が資金調達
するお金（＝市の借金）

▶総務費　行政全般や、財産管理などに
使うお金

▶土木費　道路や河川、公園などの整備
や都市計画事業に使うお金

▶公債費　市債を返済するために支払う
お金

歳
出

円グラフ１　歳入内訳

円グラフ２　歳出内訳（目的別）

一般会計当初予算の推移

■事業会計

水道事業

収益的収入  ₅億６︐₀₇8万円

収益的支出  ₅億4︐₇₅2万円

資本的収入 13億8︐６2₉万円

資本的支出 14億8︐4₀₇万円

市民１人当たりに使われるお金（一般会計）
　38₇万₄︐00₉円

総務費
48万₉︐2₀1円

民生費
18万₇︐₉₀2円

衛生費
₇万2︐11₉円

農林水産業費
₉万2︐６６₉円

土木費
23６万₉︐₅₀₇円

教育費
1₇万388円

災害復旧費
32万3︐381円

公債費
６万8︐₇42円

その他
1₀万1₀₀円

市民１人当たりが負担するお金（市税）
₇万₇︐₉₅8円

※２月28日現在の人口（１万₉︐811人）で計算
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所
属

職
名

氏
名

企
画
理
事【
再
任
用
】

菊　
池　
満　
夫

理
事
兼
総
務
部
長【
再
任
用
】

須　
賀　
佐
重
喜

■
企
画
部

企
画
部
長
兼
商
工
観
光
課
長

村　
上　
幸　
司

企画政策課

課
長

村　
上　
知　
幸

課
長
補
佐
兼
政
策
推
進
係
長

黒　
澤　
裕　
昭

　
主
任
主
事

古　
館　
俊　
一

　
主
任
主
事

小　
野　
勝　
彦

　
主
事
【
新
採
用
・
任
期
付
】

鈴　
木　
広　
美

　
主
事

金　
野　
　
　
景

　
主
事

田　
宮　
一　
樹

秘
書
係
長

大　
林　
孝　
典

　
主
事

佐　
藤　
麻　
衣

まちづくり
戦略室

室
長

熊　
谷　
重　
昭

　
主
任
（
県
か
ら
派
遣
）

穂　
苅　
英　
昭

　
主
任
主
事

菅　
野　
　
　
隼

　
主
事

田　
村　
美　
結

　
主
事

北　
島　
善
太
郎

商工観光課

課
長
補
佐
兼
商
工
労
働
係
長

尾　
形　
良　
一

　
主
査
（
花
巻
市
か
ら
派
遣
）

高　
橋　
哲　
弥

　
主
任
主
事
（
名
古
屋
市
か
ら
派
遣
）

山　
副　
裕　
美

　
主
事
（
任
期
付
）

松　
坂　
典　
子

観
光
交
流
係
長

畠　
山　
拓　
也

　
主
査
（
松
江
市
か
ら
派
遣
）

武　
田　
芳　
治

　
主
事
（
県
か
ら
派
遣
）

乗　
杉　
直　
哉

　
主
事
【
新
採
用
・
任
期
付
】

山　
下　
知　
子

企
業
支
援
係
長

望　
月　
　
　
孝

←
次
の
㌻
に
続
き
ま
す

商工
観光課　
主
任
（
県
か
ら
派
遣
）

保　
科　
す
み
江

　
主
事
（
任
期
付
）

松　
田　
秀　
樹

■
総
務
部

総
務
部
次
長
兼
財
政
課
長

佐　
藤　
伯　
一

総務課

課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

伊　
藤　
芳　
光

課
長
補
佐
兼
職
員
係
長
兼
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
長
補
佐

大　
友　
真　
也

　
主
任

熊　
谷　
直　
樹

　
主
事

熊　
谷　
　
　
卓

　
主
事

田　
村　
　
　
結

行
政
係
長

及　
川　
晃
一
郎

　
主
任

齋　
藤　
　
　
卓

　
主
事

前
角
地　
邦　
幸

財政課

課
長
補
佐
兼
管
財
係
長

小
野
寺　
一　
典

　
主
任

三　
浦　
昭　
一

　
主
事
（
任
期
付
）

熊　
谷　
　
　
聡

　
主
事

村　
上　
裕　
太

　
主
事

遠　
野　
正　
隆

財
政
係
長

小　
泉　
剛　
志

　
主
事
（
県
か
ら
派
遣
）

佐
々
木　
克　
人

　
主
事

中　
山　
竜　
一

　
主
事

菅　
野　
竜　
児

　
主
事

熊　
谷　
春　
花

税務課

課
長

千　
葉　
恭　
一

課
長
補
佐
兼
資
産
税
係
長

金　
濱　
幹　
也

　
主
査
（
神
奈
川
県
か
ら
派
遣
）

玉　
木　
　
　
進

　
主
査
（
一
関
市
か
ら
派
遣
）

小
野
寺　
恵　
一

　
主
任
（
一
関
市
か
ら
派
遣
）

鈴　
木　
　
　
進

税務課
　
主
任
主
事

阿　
部　
将　
人

　
主
事
（
県
か
ら
派
遣
）

山　
田　
和　
寛

　
主
事
（
奥
州
市
か
ら
派
遣
）

菊　
地　
光　
志

市
民
税
係
長

菅　
野　
雅　
彦

　
主
任
（
一
関
市
か
ら
派
遣
）

佐　
藤　
正　
利

　
主
任
（
奥
州
市
か
ら
派
遣
）

菅　
原　
宣　
彦

　
主
任
主
事

水　
野　
　
　
慎

　
主
事
（
住
田
町
か
ら
派
遣
）

菅　
野　
甲　
設

　
主
事
補

畠　
山　
連　
穂

収
納
係
長

村　
上　
幸　
義

　
主
事
（
県
か
ら
派
遣
）

阿　
部　
　
　
聡

　
主
事
（
任
期
付
）

沼　
田　
修　
一

■
民
生
部

民
生
部
長
兼
保
健
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
広
田
診
療
所
長
【
再
任
用
】

菅　
野　
利　
尚

保健課

課
長
補
佐
兼
保
健
係
長
兼
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐

吉　
田　
志　
真

　
主
任
（
県
か
ら
派
遣
）

寺　
西　
達　
生

　
主
任
栄
養
士

佐　
藤　
絵　
里

　
主
任
保
健
師
（
一
関
市
か
ら
派
遣
）

菊　
池　
　
　
文

　
主
事
（
任
期
付
）

鈴　
木　
礼　
子

　
保
健
師

蒲　
生　
惠　
美

　
保
健
師
【
新
採
用
・
任
期
付
】

蓑　
島　
さ
や
か

　
保
健
師

遠　
藤　
綾　
子

　
保
健
師

村　
上　
有　
紗

　
保
健
師

千　
葉　
愛　
実

　
保
健
師

高　
橋　
成　
美

　
保
健
師
【
新
採
用
・
任
期
付
】

藤　
井　
歩　
美

保健課
　
保
健
師

佐　
藤　
沙　
希

副
主
幹
兼
包
括
支
援
係
長

佐　
藤　
咲　
恵

　
主
任
（
県
か
ら
派
遣
）

福　
田　
　
　
香

　
保
健
師

蒲　
生　
紋　
子

　
保
健
師

千　
葉　
春　
香

　
主
事

山　
下　
彩　
香

広田
診療所　

副
主
幹

熊　
谷　
紅　
子

　
主
任

吉　
田　
保　
永

　
看
護
師

鈴　
木　
菜
央
美

二又診療所

所
長

石　
木　
幹　
人

　
看
護
師
（
任
期
付
）

髙　
橋　
恵
美
子

　
看
護
師

藤　
原　
奈　
美

　
看
護
師
（
任
期
付
）

細　
谷　
あ
ゆ
み

　
主
事

菅　
野　
郁　
恵

地域福祉課

課
長

細　
谷　
勇　
次

課
長
補
佐
兼
地
域
福
祉
係
長
兼
社
会
福
祉
士
馬　
場　
勝　
基

　
主
査
（
奥
州
市
か
ら
派
遣
）

遠　
藤　
聖　
士

　
主
事

菊　
地　
良　
尚

　
主
事
（
武
蔵
野
市
か
ら
派
遣
）

加
治
佐　
拓　
也

　
主
事
（
盛
岡
市
か
ら
派
遣
）

菊　
田　
貴　
晃

障
が
い
福
祉
係
長

中　
川　
健　
司

　
主
事
【
新
採
用
・
任
期
付
】

藤　
野　
　
　
大

　
主
事
（
任
期
付
）

松　
野　
美　
樹

生
活
安
全
係
長

村　
上　
正　
一

　
副
主
幹
（
平
泉
町
か
ら
派
遣
）

千　
葉　
　
　
徹

主
任
主
事
（
岩
手
沿
岸
南
部
広
域
環
境

組
合
へ
派
遣
）

金　
野　
幸　
浩

　
主
事
（
任
期
付
）

大
和
田　
奈
緒
子

子ども子育て課

課
長

千　
葉　
　
　
達

課
長
補
佐
兼
子
育
て
支
援
係
長

佐　
藤　
勝　
也

　
主
任
栄
養
士

畠　
山　
夕　
子

　
主
任
主
事

金　
野　
　
　
暢

　
主
事
（
県
か
ら
派
遣
）

小　
川　
俊　
一

　
主
事

志　
田　
一　
朗

子
ど
も
家
庭
係
長

千　
葉　
祐　
子

　
副
主
幹

佐
々
木　
美
恵
子

　
主
任
主
事

武　
田　
知　
子

　
主
事
（
任
期
付
）

吉　
田　
ゆ
う
子

高田
保育所

所
長

山　
本　
郁　
夫

副
所
長

菅　
野　
京　
子

　
主
任
保
育
士

熊　
谷　
公　
子

高田保育所
　
主
任
保
育
士

吉　
田　
和　
枝

　
主
任
保
育
士

熊　
谷　
由　
加

　
主
任
保
育
士

中　
野　
亜　
紀

　
主
任
保
育
士

菅　
野　
陽　
子

　
主
任
保
育
士

佐
々
木　
め
ぐ
み

　
主
任
保
育
士

松　
田　
純　
枝

　
保
育
士

吉　
田　
　
　
恵

　
保
育
士
（
任
期
付
）

佐
々
木　
恵　
里

　
保
育
士
（
任
期
付
）

熊　
谷　
奈　
美

　
保
育
士
（
任
期
付
）

船　
田　
千　
尋

　
保
育
士

川　
島　
瑞　
穂

　
保
育
士

佐　
藤　
颯　
太

　
保
育
士
（
任
期
付
）

佐
々
木　
　
　
遥

　
主
任
調
理
員

佐　
藤　
夕　
子

小友保育所

所
長

藤　
井　
貴　
美

　
主
任
保
育
士

菅　
野　
　
　
香

　
主
任
保
育
士

村　
上　
あ
ゆ
み

　
主
任
保
育
士

村　
上　
雪　
絵

　
主
任
保
育
士

大　
友　
さ
お
り

　
保
育
士

佐　
藤　
泰　
子

　
保
育
士

熊　
谷　
千　
春

　
保
育
士

佐　
藤　
志　
帆

　
保
育
士
（
任
期
付
）

村　
上　
美　
優

　
主
任
調
理
員

村　
上　
由　
紀

　
調
理
員
（
任
期
付
）

戸　
羽　
逸　
子

長部保育所

所
長

佐　
藤　
修　
子

　
主
任
保
育
士

佐
々
木　
宏　
枝

　
主
任
保
育
士

山　
田　
美　
加

　
主
任
保
育
士

伊　
藤　
真
知
子

　
主
任
保
育
士

菅　
野　
裕
美
子

　
主
任
保
育
士

白　
山　
理　
奈

　
保
育
士
【
新
採
用
・
任
期
付
】

村　
上　
望　
美

　
主
任
調
理
員

村　
上　
え
ち
子

市民課

課
長

伊　
藤　
真　
基

課
長
補
佐
兼
国
保
係
長

臼　
井　
秀　
子

　
主
事
（
県
か
ら
派
遣
）

瀬　
脇　
幸　
香

　
主
事
（
任
期
付
）

高　
橋　
絵　
里

　
主
事

大
和
田　
沙　
織

市
民
係
長

石　
川　
聖　
恵

　
主
任
（
再
任
用
・
短
時
間
）

佐　
藤　
好　
信

　
主
任
主
事
（
我
孫
子
市
か
ら
派
遣
）

吉　
田　
愛　
美

市民課
　
主
事
（
県
か
ら
派
遣
）

渡　
邊　
晶　
子

　
主
事

熊　
谷　
麻　
衣

　
主
事

横　
山　
千　
佐

　
主
事

小　
田　
真　
美

　
主
事
補
（
任
期
付
）

菅　
野　
玲　
奈

介
護
保
険
係
長

後　
藤　
由
香
利

　
主
事
（
任
期
付
）

及　
川　
真
由
美

　
主
事
（
任
期
付
）

菊　
田　
育　
子

　
主
事

山　
本　
摩　
耶

　
主
事
（
気
仙
広
域
連
合
へ
派
遣
）

吉　
田　
　
　
悠

■
農
林
水
産
部

農
林
水
産
部
長
兼
農
林
課
長

千　
葉　
徳　
次

農林課

課
長
補
佐
兼
た
か
た
の
ゆ
め
係
長

村　
上　
　
　
聡

　
主
任
主
事

熊　
谷　
　
　
剛

農
政
係
長

大
和
田　
智　
広

　
主
査
（
神
奈
川
県
か
ら
派
遣
）

野　
嵜　
一　
雄

　
主
査
（
大
和
市
か
ら
派
遣
）

中　
丸　
勝　
典

　
主
査
（
一
関
市
か
ら
派
遣
）

鈴　
木　
真　
実

　
主
任
（
一
関
市
か
ら
派
遣
）

佐　
藤　
圭　
一

　
主
任
技
師

及　
川　
麻　
美

　
主
事（
復
興
庁
岩
手
復
興
局
か
ら
派
遣
）
大　
矢　
弘　
子

　
主
事

鎌　
田　
李　
奈

副
主
幹
兼
林
政
係
長

菅　
原　
正　
弘

　
副
主
幹

菅　
野　
光　
二

　
主
査

佐　
藤　
　
　
彰

　
主
任
（
県
か
ら
派
遣
）

阿　
部　
和　
也

　
主
事

蒲　
生　
夏　
生

水産課

課
長

菅　
野　
泰　
浩

課
長
補
佐

石　
川　
　
　
浩

　
主
査
（
神
奈
川
県
か
ら
派
遣
）

広　
瀬　
宜　
則

　
主
査
（
神
奈
川
県
か
ら
派
遣
）

穂　
坂　
裕　
行

　
主
任

村　
上　
智　
人

　
技
師
（
任
期
付
）

大　
畑　
兼　
雄

　
技
師

小
野
寺　
　
　
渉

　
主
事

髙　
橋　
拓　
也

　
主
事

石　
川　
祐　
也

　
主
事

菅　
野　
絢　
子

　
主
事

三　
浦　
　
　
淳

　
主
事
補
【
新
採
用
・
任
期
付
】

森　
　
　
菜
々
子

平成2₉年度
市職員

人事異動
理事の異動

総務部次長兼
財政課長

佐藤伯一（₅₅）

教育次長兼生涯学
習課長兼図書館長

戸羽良一（₅₅）

総務課長兼選挙管
理委員会事務局長

伊藤芳光（₄₅）

理事兼総務部長

須賀佐重喜（₆1）
企画理事

菊池満夫（₆₄）

企画部長兼
商工観光課長

村上幸司（₅1）

消防長・
消防司令長

平　立身（₅8）

企画政策課長

村上知幸（₄₆）

子ども子育て課長

千葉　達（₄₉）
【色字＝異動者（昇任含む）・新採用】※係員の職名は１段下げて表記。

部課長級の昇任
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所
属

職
名

氏
名

■
建
設
部

建
設
部
長
兼
都
市
計
画
課
長

阿　
部　
　
　
勝

建設課

課
長
兼
幹
線
道
路
対
策
室
長

菅　
野　
　
　
誠

課
長
補
佐
兼
住
宅
推
進
係
長
兼
幹
線
道
路

対
策
室
長
補
佐

菅　
野　
　
　
優

　
技
師

水　
野　
竜　
一

　
技
師
（
県
か
ら
派
遣
）

千　
葉　
真　
也

　
主
事
（
任
期
付
）

菅　
野　
　
　
傑

管
理
係
長

村　
上　
　
　
充

　
主
査
（
神
奈
川
県
か
ら
派
遣
）

緑　
川　
　
　
仁

　
主
事
【
新
採
用
・
任
期
付
】

住　
吉　
国　
男

道
路
河
川
係
長

伊　
藤　
　
　
肇

　
主
査
（
京
都
市
か
ら
派
遣
）

山　
内　
　
　
純

　
主
任
（
県
か
ら
派
遣
）

菅　
原　
康　
弘

　
主
任
（
東
京
都
か
ら
派
遣
）

髙　
木　
利　
夫

　
主
任
（
八
幡
平
市
か
ら
派
遣
）

土　
村　
　
　
岳

　
主
任
（
一
関
市
か
ら
派
遣
）

伊　
東　
　
　
寛

　
主
任
技
師
（
名
古
屋
市
か
ら
派
遣
）

小　
出　
涼　
介

　
技
師

今　
野　
拓　
也

　
技
師
（
県
か
ら
派
遣
）

鳥　
居　
寿　
人

　
主
事
（
県
か
ら
派
遣
）

徳　
本　
泰　
久

　
主
事（
復
興
庁
岩
手
復
興
局
か
ら
派
遣
）
新　
田　
武　
広

　
主
事
（
県
か
ら
派
遣
）

大　
友　
浩　
人

都市計画課

課
長
補
佐
兼
下
水
道
係
長

千　
田　
顕　
彦

　
主
査
（
一
関
市
か
ら
派
遣
）

村　
上　
さ
お
り

　
主
任
技
師

新　
沼　
和　
人

　
技
師
（
県
か
ら
派
遣
）

飯　
塚　
英　
夫

　
主
事

菅　
野　
大　
樹

　
主
事
（
県
か
ら
派
遣
）

出　
沼　
与　
夢

課
長
補
佐

山　
口　
　
　
透

計
画
係
長

永　
山　
　
　
悟

　
主
査
（
一
関
市
か
ら
派
遣
）

千　
葉　
修　
子

　
主
任
（
県
か
ら
派
遣
）

若　
林　
謙
一
郎

　
主
任
（
県
か
ら
派
遣
）

菊　
地　
秀　
明

　
主
任
（
県
か
ら
派
遣
）

石　
井　
格　
二

技
術
支
援
員
（
国
境
な
き
技
師
団
か
ら

派
遣
）

萩　
野　
良　
允

　
主
任
技
師

鈴　
木　
貴　
樹

　
主
事
（
県
か
ら
派
遣
）

中　
村　
　
　
宏

　
主
事
（
県
か
ら
派
遣
）

田　
添　
裕　
司

都市
計画課　
主
事
（
任
期
付
）

田　
畑　
晶　
子

　
主
事
（
県
か
ら
派
遣
）

長　
崎　
翔　
太

■
復
興
局

　
復
興
局
長
兼
市
街
地
整
備
課
長

熊　
谷　
正　
文

市街地整備課

主
幹
（
名
古
屋
市
か
ら
派
遣
）

鈴　
木　
明　
廣

課
長
補
佐
兼
区
画
整
理
係
長（
高
田
地
区
）
髙　
橋　
宏　
紀

　
主
査
（
神
奈
川
県
か
ら
派
遣
）

池　
田　
博　
行

　
主
査
（
神
奈
川
県
か
ら
派
遣
）

福　
田　
　
　
稔

　
主
査
（
茅
ヶ
崎
市
か
ら
派
遣
）

首　
藤　
光　
彰

　
主
任
（
県
か
ら
派
遣
）

鵜　
澤　
信
太
郎

　
主
任
（
県
か
ら
派
遣
）

千　
葉　
敏　
史

　
主
任
技
師

佐　
藤　
　
　
賢

　
技
師
（
県
か
ら
派
遣
）

髙　
橋　
祐　
一

　
技
師
（
福
岡
市
か
ら
派
遣
）

奥　
薗　
航　
祐

　
主
事
（
名
古
屋
市
か
ら
派
遣
）

平　
岩　
浩　
司

課
長
補
佐
兼
区
画
整
理
係
長（
今
泉
地
区
）
青　
山　
豊　
英

　
主
任
（
茅
ヶ
崎
市
か
ら
派
遣
）

竹　
内　
　
　
徹

　
主
任
技
師
（
名
古
屋
市
か
ら
派
遣
）

岡　
安　
秋　
弘

　
主
任
技
師
（
福
岡
市
か
ら
派
遣
）

加　
藤　
俊　
朗

　
主
任
技
師

長　
野　
貴　
治

　
主
任
技
師

遠　
藤　
智　
嗣

　
技
師
（
県
か
ら
派
遣
）

澁　
谷　
光　
男

　
技
師
（
県
か
ら
派
遣
）

渡　
邉　
隆　
志

　
技
師
（
名
古
屋
市
か
ら
派
遣
）

五　
藤　
和　
博

副
主
幹
兼
用
地
係
長
（
県
か
ら
派
遣
）

佐　
藤　
　
　
渉

　
主
査

横　
手　
謙　
蔵

　
主
査
（
大
和
市
か
ら
派
遣
）

増　
山　
博　
丈

　
主
事
（
任
期
付
）

佐　
藤　
嘉　
嗣

　
主
事
（
任
期
付
）

小
野
寺　
伸　
幸

　
主
事

佐　
藤　
　
　
綾

復興推進課

課
長
兼
被
災
者
支
援
室
長

村　
上　
弘　
人

課
長
補
佐
兼
計
画
係
長
兼
被
災
者
支
援
室

長
補
佐

佐
々
木　
　
　
学

　
主
事
（
県
か
ら
派
遣
）

生　
内　
浩　
司

事
業
推
進
係
長

菅　
崎　
貴　
栄

　
主
事

小　
松　
公　
輔

　
主
事
（
任
期
付
）

佐
々
木　
　
　
雄

土
地
利
用
係
長

佐
々
木　
伸　
哉

　
主
事
（
任
期
付
）

佐
久
間　
　
　
修

　
主
事
（
任
期
付
）

大　
坂　
和　
信

　
主
事
（
県
か
ら
派
遣
）

佐　
藤　
和　
平

被災者支援室
　
主
査
（
京
都
市
か
ら
派
遣
）

植　
田　
勝　
治

　
主
査

吉　
田　
幸　
喜

　
主
任

阿　
部　
景　
子

　
主
事
（
県
か
ら
派
遣
）

平　
地　
康　
夫

　
主
事
【
新
採
用
・
任
期
付
】

菅　
原　
雅　
江

　
主
事
（
盛
岡
市
か
ら
派
遣
）

佐
々
木　
俊　
和

■
防
災
局

　

防
災
局
長
兼
防
災
課
長
兼
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
所
長

堺　
　
　
伸　
也

防災課

課
長
補
佐

中　
村　
吉　
雄

　
主
任
主
事
（
名
古
屋
市
か
ら
派
遣
）

山　
川　
雅　
也

　
主
事

小　
澤　
　
　
巧

　
主
事

高　
橋　
純　
基

　
主
事

菅　
野　
文　
博

■
会
計

会計課

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

髙　
橋　
良　
明

課
長
補
佐

渡　
邊　
雅　
宏

　
主
任

佐　
藤　
恵　
子

　
主
事
（
任
期
付
）

新　
沼　
美　
紀

　
主
事
（
鹿
角
市
か
ら
派
遣
）

中　
島　
静　
香

■
消
防

　
消
防
長
・
消
防
司
令
長

平　
　
　
立　
身

消防本部

消
防
次
長
兼
消
防
署
長
・
消
防
司
令

村　
上　
信　
幸

予
防
係
長
兼
消
防
署
副
署
長
・
消
防
司
令
戸　
羽　
　
　
進

管
理
係
長
兼
警
防
係
長
兼
消
防
署
副
署
長
・

消
防
司
令

金　
野　
隆　
博

通
信
指
令
係
長
・
消
防
司
令
補

及　
川　
貴
美
人

　
消
防
司
令
補

丹　
野　
　
　
賢

　
消
防
副
士
長（
県
防
災
航
空
隊
へ
派
遣
）
菅　
野　
裕　
樹

消防署

管
理
係
長
・
消
防
司
令
補

黄
川
田　
英　
児

　
主
任
・
消
防
司
令
補

佐　
藤　
浩　
樹

　
主
任
・
消
防
司
令
補

長　
尾　
英　
樹

　
消
防
士
長

村　
上　
桂　
一

　
消
防
士
長

後　
藤　
道　
治

　
消
防
副
士
長

遠　
藤　
　
　
翼

　
消
防
士

佐　
藤　
宏　
樹

　
消
防
士

新　
沼　
　
　
心

警
防
係
長
・
消
防
司
令
補

小　
松　
　
　
勲

　
主
任
・
消
防
司
令
補

佐
々
木　
秀　
樹

　
消
防
士
長

岡　
渕　
健　
悟

　
消
防
士
長

村　
上　
祐　
二

消防署
　
消
防
士
長

権　
藤　
　
　
雄

　
消
防
士
長

金　
野　
剛　
憲

　
消
防
士
長

松　
坂　
　
　
享

　
消
防
士

金　
野　
晴　
樹

　
消
防
士

荻　
原　
拓　
也

　
消
防
士
【
新
採
用
】

志　
田　
泰　
晟

　
消
防
士
【
新
採
用
】

鈴　
木　
宏　
斗

予
防
係
長
・
消
防
司
令
補

岡　
田　
雅　
彦

　
主
任
・
消
防
司
令
補

熊　
谷　
欽　
也

　
主
任
・
消
防
司
令
補

戸　
羽　
一　
将

　
消
防
士
長

伊　
藤　
章　
尋

　
消
防
士
長

佐　
藤　
浩　
二

　
消
防
副
士
長

菅　
野　
　
　
伸

　
消
防
副
士
長

新　
沼　
宜　
徳

　
消
防
副
士
長

臺　
　
　
和　
敬

　
消
防
士

芳　
野　
亮　
人

　
消
防
士

菅　
野　
祥　
之

■
議
会

　
議
会
事
務
局
長

佐　
藤　
由　
也

議会
事務局

局
長
補
佐

菅　
野　
　
　
洋

　
主
任

佐
々
木　
真　
理

　
書
記

佐　
藤　
直　
樹

■
選
挙
管
理
委
員
会

選管
事務局
選
挙
係
長

畠　
山　
幸　
也

■
監
査

監査委員
事務局
局
長

岩　
崎　
利　
行

　
書
記

新　
沼　
　
　
都

■
農
業
委
員
会

農業委員会
事務局

局
長

大
和
田　
　
　
正

局
長
補
佐

黄
川
田　
芳　
昭

　
主
査
（
神
奈
川
県
か
ら
派
遣
）

藤　
原　
忠　
善

　
主
事

菅　
野　
圭　
裕

■
教
育
委
員
会
事
務
局

　
教
育
次
長
兼
生
涯
学
習
課
長
兼
図
書
館
長

戸　
羽　
良　
一

生涯学習課

課
長
補
佐
兼
教
育
施
設
整
備
室
長
補
佐

岡　
渕　
貴　
悦

生
涯
学
習
係
長

佐
々
木　
英　
治

　
副
主
幹

熊　
谷　
　
　
賢

　
副
主
幹

佐
々
木　
敦　
美

　
主
査
（
盛
岡
市
か
ら
派
遣
）

村　
上　
聖　
子

　
主
査
（
松
阪
市
か
ら
派
遣
）

森　
下　
真　
弓

生涯学習課
　
主
査

佐
々
木　
賢　
也

　
学
芸
員
（
任
期
付
）

佐　
藤　
典　
邦

　
学
芸
員
（
任
期
付
）

増　
崎　
勝　
仁

　
学
芸
員

曳　
地　
隆　
元

　
主
事
（
県
か
ら
派
遣
）

福　
原　
紗
綾
香

　
主
事
（
京
都
市
か
ら
派
遣
）

近　
藤　
千　
代

ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
長

阿　
磨　
　
　
宏

　
主
任
（
県
か
ら
派
遣
）

平　
松　
千　
波

図書館
　
主
事
（
任
期
付
）

千　
葉　
君　
隆

　
司
書
（
任
期
付
）

元　
木　
香　
代

　
司
書
（
任
期
付
）

伊　
藤　
晶　
子

　
主
事

村　
上　
利
恵
子

博物館

館
長
（
嘱
託
）

本　
多　
文　
人

　
主
事

浅　
川　
崇　
典

学校教育課

課
長
兼
教
育
研
究
所
長
（
県
教
育
委
員
会

か
ら
派
遣
）

熊　
谷　
健　
司

主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長

大
和
田　
浩　
之

管
理
係
長

佐
々
木　
　
　
崇

　
主
事
（
県
教
育
委
員
会
か
ら
派
遣
）

猿
ヶ
澤　
　
　
敦

学
務
係
長

鈴　
木　
貴　
子

　
主
査
（
県
教
育
委
員
会
か
ら
派
遣
）

石　
田　
英　
知

主
任
兼
外
国
語
指
導
助
手
【
新
採
用
・

任
期
付
】

エ
ガ
ー
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・

ロ
バ
ー
ト

　
主
事
（
任
期
付
）

岸　
　
　
和　
也

教育
研究所　

主
任
指
導
主
事

関　
戸　
文　
則

　
指
導
主
事

菊　
池　
貴　
彦

　
指
導
主
事

千　
葉　
哲　
朗

教育施設整備室

室
長

中　
山　
雅　
之

　
主
任
（
県
か
ら
派
遣
）

毛　
利　
俊　
雄

　
主
任
（
県
か
ら
派
遣
）　

芝　
　
　
祐　
仁

　
主
任
技
師
（
名
古
屋
市
か
ら
派
遣
）

後　
藤　
修　
二

　
主
任
主
事
（
名
古
屋
市
か
ら
派
遣
）

松　
井　
陽　
佑

　
主
事
（
県
教
育
委
員
会
か
ら
派
遣
）

日　
山　
真　
吾

　
主
事　

菅　
原　
由
紀
也

学校給食
センター　

副
主
幹

佐
々
木　
清　
敏

　
栄
養
士

永　
山　
智　
絵

　
主
事

細　
谷　
怜　
史

小中学校
　
高
田
小
学
校
主
任
用
務
員

村　
上　
淳　
一

　
気
仙
小
学
校
主
任
用
務
員

小　
林　
邦　
明

　
広
田
小
学
校
主
任
用
務
員

佐　
藤　
浩　
之

小中学校
　
小
友
小
学
校
主
任
用
務
員

木
川
田　
隆　
俊

　
米
崎
小
学
校
主
任
用
務
員

村　
上　
達　
也

　
矢
作
小
学
校
主
任
用
務
員

千　
田　
あ
け
み

　
竹
駒
小
学
校
主
任
用
務
員

村　
上　
英　
也

　
横
田
小
学
校
主
任
用
務
員

菊　
池　
　
　
静

　
第
一
中
学
校
主
任
用
務
員

津　
田　
　
　
忠

　
気
仙
中
学
校
主
任
用
務
員

佐
々
木　
亮　
輔

　
高
田
東
中
学
校
主
任
用
務
員

細　
田　
　
　
覚

　
高
田
東
中
学
校
主
任
用
務
員

及　
川　
克　
政

■
水
道
事
業
所

水道事業所

所
長

熊　
谷　
完　
士

所
長
補
佐
兼
業
務
係
長

小
笠
原　
　
　
淳

　
主
任

戸　
羽　
謙　
一

　
主
任
主
事

大
和
田　
昌　
利

　
主
事

佐　
藤　
広　
樹

副
主
幹
兼
工
務
給
水
係
長

及　
川　
　
　
浩

　
副
主
幹
（
和
歌
山
市
か
ら
派
遣
）

西　
浦　
弘　
揮

　
主
査
（
一
関
市
か
ら
派
遣
）

小　
島　
淑　
寿

　
主
査

佐
々
木　
武　
晴

　
主
任
技
師
（
奥
州
市
か
ら
派
遣
）

石　
川　
文　
男

　
主
任
技
師
（
名
古
屋
市
か
ら
派
遣
）

碇　
　
　
丈　
巨

　
技
師
（
任
期
付
）

髙　
橋　
忠　
彦

【退職者】（３月31日付）
蒲　生　琢　磨
松　木　祐　子
菅　野　わ　か
長谷川　敬　子
菅　野　敏　明
佐々木　　　誠
伊　賀　浩　人
残　間　優　貴
佐　藤　照　文
及　川　可奈子
金　野　俊　郎
鎌　田　吉　隆
畠　山　　　要
村　上　さおり

伊　東　孝　志

企画部長兼企画政策課長
保健課副主幹
保健課副主幹
市民課副主幹
水道事業所長補佐
消防長・消防司令長
市街地整備課主幹
消防署消防士
税務課主事（任期付）
小友保育所保育士（任期付）
建設課技師（任期付）
市街地整備課技師（任期付）
学校教育課主事（任期付）
農林課主事（任期付）

（転出者）
教委学校教育課長兼教育研究所長

特集　START  ー 平成29年度 ー

【色字＝異動者（昇任含む）・新採用】※係員の職名は１段下げて表記。
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市民のひろば

吉
よ し だ

田  健
けん

 くん
（気仙町）

吉
よ し だ

田  真
ま ゆ

唯 ちゃん
（米崎町）

小
お の で ら

野寺  陽
あかり

 ちゃん
（米崎町）

佐
さ さ き

々木真
ま ゆ

友 ちゃん
（矢作町）

村
むらかみ

上  大
だ い と

翔 くん
（竹駒町）

佐
さ と う

藤  潤
じゅん

 ちゃん
（矢作町）

熊
くまがい

谷  静
し ず や

弥 くん
（米崎町）

上
う え の

野  莉
り さ

沙 ちゃん
（小友町）

（
２
月
₂₂
日
・
３
歳
６
カ
月
児
健
診
で
虫
歯
の
な
か
っ
た
子
を
紹
介
）

む
し
ば
の
な
い
子

あ
つ
ま
れ
！

む
し
ば
の
な
い
子

あ
つ
ま
れ
！

市政NEWS＆TOPICS

震
災
の
犠
牲
者
を
追
悼
し
教
訓
を
後
世
に
伝
承

「
高
田
松
原
津
波
復
興
祈
念
公
園
」の
建
設
開
始

　

東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
を
追
悼

し
、
記
録
と
教
訓
を
後
世
に
伝
え
、

復
興
の
象
徴
と
な
る
「
高
田
松
原
津

波
復
興
祈
念
公
園
」
の
整
備
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

起
工
式
は
３
月
５
日
、
気
仙
町
地

内
の
現
地
で
行
わ
れ
、
関
係
者
ら
約

高
田
松
原
津
波
復
興
祈
念
公
園
の
イ
メ
ー
ジ

　

市
は
、
プ
ロ
野
球
の
楽
天
野
球
団
（
仙

台
市
、
立た

ち
ば
な花
陽よ

う
ぞ
う三
社
長
）
と
ス
ポ
ー
ツ
交

流
活
動
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

今
後
は
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
目
指
し
て

連
携
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

調
印
式
は
３
月
19
日
、
高
田
小
学
校
で

行
わ
れ
、
戸
羽
市
長
は
「
協
定
を
機
に
、

野
球
教
室
や
野
球
場
整
備
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
関
わ
り
を
持
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
戸
羽
市
長
と
同
球
団
の
森も

り
い井
誠ま

さ

之ゆ
き

執
行
役
員
が
ボ
ー
ル
に
調
印（
サ
イ
ン
）

し
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
震
災
で
被
災
し
平
成
30
年
度

に
再
建
予
定
の
野
球
場
の
愛
称
が
「
楽
天

イ
ー
グ
ル
ス
奇
跡
の
一
本
松
球
場
」
に
決

定
し
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
ほ
か
、
調
印

式
後
は
山や

ま
ざ
き崎

隆た
か
ひ
ろ広

、
石い

し
だ田

隆た
か
し司

の
同
球
団

ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
チ
が
市
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
児
童
79
人
を
指
導
し
ま
し
た
。

プロ野球楽天とパートナー協定を締結
新野球場の愛称は「奇跡の一本松球場」

１
０
０
人
が
出
席
。
田た

な
か
り
ょ
う
せ
い

中
良
生
国
土

交
通
副
大
臣
が
「
三
陸
沿
岸
地
域
の

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
津
波
防
災
文

化
を
発
信
す
る
拠
点
。
地
域
の
声
を

真し
ん
し摯

に
う
か
が
い
な
が
ら
、
被
災
地

が
地
方
創
生
の
良
き
モ
デ
ル
と
な
る

よ
う
に
取
り
組
む
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

戸
羽
太
市
長
は
「
市
民
の
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
で
あ
る
高
田
松
原
に
公
園
が

整
備
さ
れ
る
こ
と
は
復
興
へ
の
大
き

な
励
み
と
な
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

工
事
の
安
全
を
願
い
、
戸
羽
市
長
を

は
じ
め
代
表
者
が
く
わ
入
れ
を
行
っ

た
あ
と
に
は
、
気
仙
町
け
ん
か
七
夕

保
存
会
が
太
鼓
演
奏
で
着
工
を
祝
い

ま
し
た
。　

　

国
、
県
、
市
が
共
同
で
整
備
す
る

同
公
園
は
面
積
が
約
１
３
０
㌶
。
敷

地
の
中
央
を
国
道
45
号
が
走
り
、
国

道
の
南
側
に
自
然
災
害
と
し
て
は
国

内
初
と
な
る
国
営
追
悼
・
祈
念
施
設

や
県
の
震
災
津
波
伝
承
施
設
、
被
災

し
た
道
の
駅
が
一
体
的
に
整
備
さ
れ

ま
す
。
中
心
市
街
地
に
つ
な
が
る
国

道
北
側
に
は
、
市
が
野
球
場
や
サ
ッ

カ
ー
場
な
ど
の
運
動
施
設
を
復
旧
し

ま
す
。
ま
た
、
奇
跡
の
一
本
松
を
は

じ
め
と
す
る
４
カ
所
の
震
災
遺
構
の

保
存
管
理
も
し
ま
す
。
総
事
業
費
は

約
１
０
０
億
円
の
見
込
み
で
、
公
園

全
体
は
平
成
32
年
度
末
の
完
成
予
定

で
す
が
、
一
部
の
施
設
は
31
年
度
の

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
前
の
利

用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

ボールに調印し握手を交わす戸羽市長
（中央）と森井誠之楽天球団執行役員

工
事
の
安
全
を
祈
願
し
︑
く
わ
入
れ
を
行
う

戸
羽
市
長（
左
か
ら
２
人
目
）ら
関
係
者

　
Vol．2₈

○３月₁₉日　Ｋｅｅｐ　Ｓｍｉｌｅ　Ｆｏｒｅｖｅｒ　
東日本大震災復興支援チャリティーイベン
ト♪キッズダンサーズのみんなと募金活動
をしたよ！（写真）

○３月20日　ゆる党物産品フェア♪特産品をＰＲしてき
たよ☆彡

　４月もいろんなイベントに行ってくるよ☆彡
○４月23日　かなキャラ大集合！（神奈川県厚木市）
○４月30日　与一くんお誕生会♪（栃木県大田原市）

　市のゆめ大使「たかたのゆめちゃん」は、平成24年１月４日に誕生しました。
子どもたちの応援団長として全国を飛び回るゆめちゃんの活動を紹介します。

頑張る！たかたのゆめちゃん

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

公
式
サ
イ
ト
で
も

見
れ
る
か
ら
チ
ェ

ッ
ク
し
て
ね
♪
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地域包括
支援センター発 ! 介護お茶のみ話 その30

保
健

だ
よ
り

保
健

だ
よ
り

₄22

健康だより生涯学習情報

生涯学習情報生涯学習情報

　

が
ん
は
、
日
本
人
の
死
因
第
１

位
で
「
３
人
に
１
人
が
﹃
が
ん
﹄

で
死
亡
し
て
い
る
」
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
陸
前
高
田
市
で
も
が
ん

で
亡
く
な
る
人
が
最
も
多
い
状
況

で
す
。
男
女
別
で
は
、
男
性
は
肺

が
ん
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
の
順

で
亡
く
な
る
人
が
多
く
、
女
性
で

は
胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要

　
「
が
ん
」
と
聞
く
と
怖
い
印
象

を
受
け
ま
す
が
、「
が
ん
」
は
定

期
的
な
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と

で
早
期
発
見
で
き
ま
す
。
早
期
に

治
療
を
す
る
こ
と
で
治
る
確
率
は

飛
躍
的
に
上
が
り
、
大
切
な
命
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の

た
め
、
家
族
の
た
め
に
が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
が
ん
検
診
の
種
類

　

市
は
、
次
の
と
お
り
が
ん
検
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

︻
40
歳
以
上
対
象
︼

❶
胃
が
ん
検
診
…
胃
部
Ｘ
線
撮
影

❷
肺
が
ん
検
診
…
胸
部
Ｘ
線
撮
影

❸
大
腸
が
ん
検
診
…
便
潜
血
検
査

︻
女
性
の
み
対
象
︼

❹
乳
が
ん
検
診（
40
歳
以
上
）…
乳

房
Ｘ
線
撮
影

❺
子
宮
頸
が
ん
検
診（
20
歳
以
上
）

…
子
宮
頚
部
細
胞
診

︻
男
性
の
み
対
象
︼

❻
前
立
腺
が
ん
検
診（
50
歳
以
上
）

…
血
液
検
査

※
❶
～
❸
、
❻
は
毎
年
、
❹
❺
は

２
年
に
１
回
実
施

●
が
ん
検
診
の
申
し
込
み

 

市
は
、
４
月
中
に
対
象
と
な
る

人
へ
「
各
種
検
診
申
込
書
」
を
送

付
し
ま
す
。
が
ん
検
診
の
受
診
を

希
望
す
る
人
は
、
所
定
の
欄
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
保
健
課
ま
で

提
出
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
保
健

課
保
健
係（
内
線
２
４
１
）

が
ん
検
診
を

　
受
け
ま
し
ょ
う

市
民
後
見
人
養
成
の

た
め
の
体
制
づ
く
り

　

認
知
症
や
知
的
障
害
、
精
神
障

害
の
あ
る
人
な
ど
で
、
物
事
を
判

断
す
る
能
力
が
十
分
で
な
い
人
を

支
援
す
る
制
度
を
成
年
後
見
制
度

と
言
い
ま
す
。
高
齢
化
に
伴
い
、

成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
人
が

増
加
傾
向
で
す
が
、
弁
護
士
や
専

門
職
の
人
だ
け
だ
と
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
か

ら
は
こ
れ
に
代
わ
り
、
市
民
が
社

会
貢
献
の
一
環
と
し
て
活
動
す
る

市
民
後
見
人
が
重
要
と
な
り
、
市

民
後
見
人
を
養
成
す
る
体
制
づ
く

り
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

市
民
後
見
人
と
は

　

市
民
後
見
人
は
、「
弁
護
士
や

司
法
書
士
な
ど
の
資
格
は
も
た
な

い
も
の
の
、
社
会
貢
献
へ
の
意
欲

や
倫
理
観
が
高
い
一
般
市
民
の
中

か
ら
、
成
年
後
見
に
関
す
る
一
定

の
知
識
・
態
度
を
身
に
付
け
て
良

質
の
第
三
者
後
見
人
等
の
候
補

者
」
と
し
て
定
義
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
（
日
本
成
年
後
見
学
会
作
成

「
市
町
村
に
お
け
る
権
利
擁
護
機

能
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」

Ｈ
1８
報
告
書
）。

　

市
民
後
見
人
に
な
る
こ
と
で
、

同
じ
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
の
身

近
な
立
場
で
、
成
年
後
見
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
待
さ
れ
る
こ
と

　

市
民
後
見
人
が
選
任
さ
れ
た
場

合
は
、
身し

ん
じ
ょ
う
か
ん
ご

上
監
護
（
介
護
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
や
費
用
の
支

払
い
な
ど
）
の
サ
ポ
ー
ト
や
財
産

管
理
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
財

産
管
理
を
行
う
専
門
職
の
人
と
協

力
し
て
支
援
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
選
任
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、

成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
つ
な
げ

た
方
が
良
い
人
を
見
つ
け
、
調
整

す
る
こ
と
が
役
割
と
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
保
健
課

包
括
支
援
係
・
内
線
２
４
８
） 市民・関係機関などを対象に、

市民後見人講座を行っています

　市教育委員会は、土曜子ども教室「たかた
子どもキャンパス」で、子どもたちに知恵や
技術を教えることができる先生や子どもたち
を見守るサポーターを募集しています。
　「たかた子どもキャンパス」は、27年度から
開設し、子どもたちの週末などの活動を応援
しています。
  活動時間や回数は都合に合わせて調整でき
ます。未来の宝である子どもたちの豊かな成
長のために、自らの知識や経験を活かして楽
しみながら一緒に活動しませんか。
◆申し込み・問い合わせ先…市教育委員会生
涯学習課生涯学習係（内線255）

ボランティア先生・見守りサポーターを募集
土曜子ども教室「たかた子どもキャンパス」

29年度乳幼児学級

受講生を募集します
　市教育委員会は、３歳までの子育てについて学ぶ「乳
幼児学級」の受講生を募集します。乳幼児期は人生の基
礎をつくる重要な発達時期です。子育て中の人はもちろ
ん、興味のある人は一緒に学んでみませんか。参加は無
料です（学級の内容は問い合わせください）。
◆募集期間…４月12日㈬～５月15日㈪
◆申し込み・問い合わせ先…利用している地域子育て支
援センターまたは市教育委員会生涯学習課生涯学習係

（内線254）

自らの知識や経験を子どもたちへ

昨年度の乳幼児学級の様子
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　社会資本を活用した個性的で魅力ある優れた地域
活動をたたえる「手づくり郷

ふ る さ と

土賞」（国土交通省大臣
表彰）に、市を拠点にしている認定ＮＰＯ法人桜ラ
イン311（岡

おかもと

本翔
しょうま

馬代表理事）と市が「桜ライン311
～未来へのまちづくり～」で、一般部門のグランプ
リに輝きました。市の団体では初めての受賞となり
ます。
　認定書授与式は３月５日、キャピタルホテル1000
で開かれ、田

たなかりょうせい

中良生国土交通省副大臣から岡本代表
理事と戸羽太市長に認定証と盾、同賞選定委員会に
よるグランプリ2016の賞状が手渡されました。
　23年10月に発足した桜ライン311は、東日本大震
災をの記憶を風化させないため、春と秋の年２回、
市内の約170㌔にわたる津波到達ラインへの桜の植
樹を展開。今回の受賞は津波の恐れのあるときに桜
並木より上に避難するよう小中学校を中心とした後
世に伝承し、地域の避難活動の重要性や防災意識の
向上に貢献した活動が評価されたものです。３月25
日までに、市民や全国からのボランティアなど延べ
３，９９５人が参加し、２４８カ所に１，２２７本の桜の木が植え
られています。
　岡本代表理事は「受賞は活動に参加していただい
た皆さんでとったようなもの。次の世代に誇れる陸
前高田市を作っていけるように、これからも１万７
千本の植樹のゴールに向かい、市民や全国の人たち
と活動を続けたい」決意を新たにしました。

桜ライン311が手作り郷土賞グランプリに輝く

桜に込めた“教訓の伝承”に評価

　ジャーナリストで立教大学客員教授の池上彰さん
による講演会は２月25日、コミュニティホールで開
かれました。
　この講演会は４月の陸前高田グローバルキャンパ
ス開設を記念して行われたもので、市民や気仙管内
の高校生など約340人が参加。池上さんは「グローバ
ル社会を生きる」と題して、国際情勢をわかりやす
く解説しながら「グローバリズムを取り入れる中で、
何ができるかを考えてほしい」と訴えていました。

池上彰さん講演会

グローバル社会で何ができるか

　３月は卒業シーズン。市内小中学校の卒業式は３
月14、 15、 17、 18日にそれぞれ行われました。
　高田東中学校（吉

よ し だ

田雄
ゆ う こ う

幸校長、生徒185人）では３月
14日、新校舎となり初めての卒業式が行われ、保護
者や先生、在校生らに見守られ卒業証書を受け取っ
た卒業生54人は高田東中の伝統を後輩に託し、新た
な夢に向かって学びやを巣立ちました。
　今年の市内小中学校の卒業生は小学校が８校１４９
人、中学生が３校１８４人でした。

市内小中学校で卒業式

３３３人が学びやから新たな一歩

新校舎で初めて行われた卒業式で「桜ノ雨」を合唱する卒業生

　三陸沿岸道路の「唐桑高田道路」（10㌔）の長部高架
橋（仮称）の連結式は３月１日、気仙町上長部地内の
現地で開かれました。
　関係者ら約40人が出席。スコップで路面の穴にコ
ンクリートを流し込み、連結を完了する神事などを
行いました。26年３月に上部工事を着工し約３年か
けて連結した同高架橋は長さ408㍍、道路幅12㍍の
片側１車線で、工事費は下部工事含め約41億円。唐
桑高田道路は、平成30年度の開通を目指しています。

三陸沿岸道路（唐桑高田道路）長部高架橋連結

平成30年度の開通へ高まる期待

コンクリートを流し込み、連結の完了を祝う関係者ら世界の情勢について分かりやすく解説する池上彰さん

田中良生国土交通副大臣から「手づくり郷土賞」の認定証を受
ける（右から）岡本翔馬代表理事と戸羽太市長

３月４日には高田高校の１・２年生64人と建設中の市総合交流
センターの付近の市有地で16本の植樹を行いました

　介護予防教室ふりかえり交流会は３月16日、コミ
ュニティホールで行われました。
　28年度に開かれた介護予防教室の参加者など250
人が参加。昨年に続き２回目の開催となった今回は、
オープニングダンス「長生きサンバ」から始まり、
脳を活性化させるレクリエーションや踊りの発表な
どが行われ、会場は笑顔と笑い声に包まれました。
　また、交流会では趣味や特技を生かし継続した自
主活動をしている２団体・２個人が表彰されました。

介護予防教室ふりかえり交流会

健康長寿を目指して楽しく運動

レクリエーションでは手を交互にグーとパーにする動作などを
参加者全員で行いました

地域の話題 皆さんからの情報をお寄せください。市役所企画政策課政策推進係（内線１７３）まで。
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昔
々
あ
る
と
こ
ろ
に
、
と
て
も

き
れ
い
で
、
よ
く
働
く
利
口
者
の

娘
が
い
ま
し
た
。
あ
る
夜
の
こ
と
、

娘
の
と
こ
ろ
へ
と
て
も
立
派
な
若

者
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
背
の
高

い
色
白
な
美
男
だ
っ
た
の
で
、
娘

も
喜
ん
で
迎
え
た
と
こ
ろ
、
そ
れ

か
ら
は
毎
晩
欠
か
さ
ず
に
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

娘
の
母
親
も
、
若
者
が
と
て
も

立
派
な
男
な
の
で
、
始
め
は
喜
ん

で
い
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
嵐
の
夜

で
も
来
る
の
で
、
少
し
お
か
し
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
土

間
に
入
っ
て
く
る
様
子
を
よ
く
見

れ
ば
、
手
や
足
が
白
さ
を
通
り
越

し
て
青
光
り
さ
え
し
て
い
ま
し
た
。

母
親
が
若
者
に
、
名
前
や
住
ん
で

い
る
場
所
を
聞
い
て
み
る
と
、
何

も
答
え
ま
せ
ん
。

︱
こ
の
若
者
は
、
実
は
近
く
の
沼

に
住
ん
で
い
る
ヘ
ビ
で
し
た
。
娘

が
沼
の
あ
た
り
を
通
る
の
を
見
て

い
る
う
ち
に
、
し
っ
か
り
と
見
初

め
て
し
ま
い
、
ヘ
ビ
は
娘
恋
し
さ

の
あ
ま
り
、
若
者
に
化
け
て
通
う

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

娘
も
、
立
派
だ
が
ど
こ
か
気
味

が
悪
い
と
思
い
、
母
親
と
話
し
合

い
ま
し
た
。
そ
の
若
者
が
く
る
と

き
は
、
そ
れ
こ
そ
音
も
な
く
入
っ

て
来
て
、
雨
戸
を
開
け
る
音
も
障

子
を
閉
め
る
音
も
全
く
聞
こ
え
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
娘
の
顔
色
が
目
に

見
え
て
悪
く
な
る
の
で
し
た
。

　

あ
る
晩
の
こ
と
、
娘
が
炉ろ

端ば
た

で

豆
を
い
っ
て
い
る
と
、
い
つ
も
の

と
お
り
、
若
者
が
入
っ
て
来
ま
し

た
。「
少
し
出
か
け
る
間
、
こ
の

豆
を
い
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
」
と

娘
が
頼
む
と
、
若
者
は
仕
方
な
く

う
な
ず
き
ま
し
た
。

　

娘
は
い
っ
た
ん
外
に
出
ま
し
た

が
、
す
ぐ
に
戻
っ
て
戸
の
陰
か
ら

の
ぞ
い
て
み
る
と
、
炉
端
に
い
た

若
者
は
、
た
ち
ま
ち
大
き
な
ヘ
ビ

に
変
わ
り
、
天
井
か
ら
つ
り
下
げ

て
あ
る「
カ
ギ
」に
ぐ
る
ぐ
る
と
絡

み
付
き
、
尾
で
鍋
の
底
を
か
き
回

し
て
豆
を
い
っ
て
い
ま
し
た
。
娘

は
飛
び
上
る
ほ
ど
驚
き
ま
し
た
が
、

素
知
ら
ぬ
顔
で
中
へ
入
り
、
母
親

か
ら
教
え
ら
れ
た
と
お
り
、
若
者

に
化
け
た
ヘ
ビ
の
着
物
の
袖
に
、

針
を
そ
っ
と
刺
し
ま
し
た
。
効
き

目
は
す
ぐ
に
表
れ
、
ヘ
ビ
の
若
者

は
苦
し
み
だ
し
、
痛
い
痛
い
と
叫

び
な
が
ら
、
走
り
去
り
ま
し
た
。

　

娘
の
母
親
が
沼
の
そ
ば
ま
で
行

く
と
中
か
ら
話
し
声
が
し
ま
し
た
。

「
お
前
は
鉄
く
ろ
が
ねを
刺
さ
れ
た
か
ら
、

も
う
生
き
ら
れ
な
い
。
か
わ
い
そ

う
だ
が
、
何
か
語
り
残
す
こ
と
は

な
い
か
」
と
ヘ
ビ
の
母
親
が
息
子

の
ヘ
ビ
に
話
し
た
と
こ
ろ
、「
俺

が
死
ん
で
も
あ
の
娘
に
子
を
は
ら

ま
せ
た
か
ら
、
そ
の
子
が
敵か
た
きを

と

っ
て
く
れ
る
…
」
と
言
い
ま
す
。

「
あ
の
娘
は
、
３
月
の
節
句
の
桃

酒
と
５
月
の
し
ょ
う
ぶ
酒
の
こ
と

は
知
ら
ぬ
か
ら
、
大
丈
夫
だ
。
あ

れ
を
飲
ま
せ
た
ら
、
腹
の
子
も
台

無
し
に
な
る
」
と
も
話
し
て
い
ま

し
た
。
娘
の
母
親
は
こ
れ
を
聞
い

て
大
急
ぎ
で
帰
り
、
娘
に
桃
酒
と

し
ょ
う
ぶ
酒
を
飲
ま
せ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
娘
は
子
を

生
み
ま
し
た
が
、
お
た
ま
じ
ゃ
く

し
み
た
い
な
も
の
で
、
み
な
死
ん

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
節

句
の
日
に
は
、
女
達
は
、
ぜ
ひ
と

も
桃
酒
と
し
ょ
う
ぶ
酒
を
飲
む
よ

う
に
な
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

※
こ
の
昔
話
は
「
異い
る
い
き
ゅ
う
こ
ん
た
ん

類
求
婚
譚
」

の
苧お
だ
ま
き環
型
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

通
常
は「
蛇へ
び
む
こ婿
入
り
」と
も
呼
ば
れ
、

気
仙
で
は
小
友
町
の
衣
地
、
赤
崎

町
の
蛸
ノ
浦
の
話
が
最
も
原
型
を

と
ど
め
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

※届け出人が希望した人のみ掲載

慶  弔（２月₁₆日～３月₁5日届け出分）

（６43）

（５）

説
話
群

※届け出人が希望した人のみ掲載

◆建物 2件（  2件）

◆林野など ₀件（  1件）

◆出動件数 ₇4件（1₅₉件）

◆搬送人員 ₇₅人（1₅₇人）

◆人身事故 3件（  ₅件）
◆物損事故 34件（ ₅₉件）
◆負  傷  者 ₅人（  ₇人）
◆死  亡  者 ₀人（  ₀人）
◆飲酒運転 ₀人（  ₀人）

男性 ₉︐₅₇₇人（－ 1₅人）
女性 1₀︐234人（－ 1₉人）

計 1₉︐811人（－ 34人）
（ 出生  ７　死亡  2６ ） 

世帯数 ₇︐₅₉2世帯（－₇世帯）

◇おめでた（　）は保護者・字名

◎男の子

矢作　　佐
さ さ き

々木　成
なるみち

道　 ⎝伸
の ぶ や

哉・神明前⎠

米崎　　佐
さ さ き

々木　零
れい

　　 ⎝裕
ゆうすけ

介・西の沢⎠

佐
さ さ き

々木　陽
は る や

廉　 ⎝紀
のりかず

和・樋の口⎠

◎女の子

矢作　　佐
さ さ き

々木　美
み お り

織　 ⎝新
あらた

・袖野⎠

◇お幸せに（　）は字名

横田　　和
わ だ

田一
か ず き

希・三
み た に

谷沙
さ ら

羅 ⎝友沼⎠

矢作　　伊
いとうじゅん

藤潤・千
ち ば わ か な

葉和歌奈 ⎝山崎⎠

米崎　　峯
みねいいさむ

井勇・村
むらかみ

上梓
し お り

織 ⎝脇の沢）

広田　　出
で わ

羽清
せ い き

紀・熊
くまがい

谷美
み わ

和 ⎝大祝）

◇おくやみ（　）は年齢・字名

矢作　　佐
さ さ き

々木　正
ま さ お

夫　（93歳・袖野）

小
こばやし

林　悦
え つ こ

子　　（８5歳・片地家）

　　　　林
はやし

　佐
さ じ ま

司磨　　（８８歳・二又）

横田　　船
ふ な た

田　昭
て る お

夫　　（８7歳・太田）

竹駒　　菅
か ん の

野　武
た け し

志　　（８6歳・上壺）

気仙　　熊
くまがい

谷　國
くにひろ

博　　（66歳・水上）

中
な か の

野　詩
し ろ う

朗　　（56歳・湊）

吉
よ し だ

田　キヨシ　（８1歳・二日市）

小
こいずみ

泉　傳
つたえ

　　　（８0歳・上長部）

遠
と お の

野　タケ子　（92歳・水上）

高田　　荒
あらかわ

川　富
と み お

雄　　（８5歳・東和野）

熊
くまがい

谷　サカエ　（99歳・東和野）

米崎　　大
お お わ だ

和田スミ子　（90歳・高畑）

菅
か ん の

野　甲
こうさく

策　　（76歳・堂の前）

藤
ふ じ た

田　正
しょうご

吾　　（7８歳・和野）

小
お や ま

山　絹
きぬ

　　　（８2歳・野沢）

小友　　黄
き か わ だ

川田アサ子　（８6歳・鳥越）

柴
し ば た

田　文
ふみひろ

廣　　（66歳・沢辺）

戸
と ば

羽　里
さ と こ

子　　（８5歳・谷地館）

広田　　村
むらかみ

上　ミツル　（８9歳・小屋敷）

戸
と ば

羽　鏡
きょうこ

子　　（7８歳・小屋敷）

大
お お わ だ

和田　東
とういち

一　（８８歳・大陽里）

佐
さ さ き

々木　鐵
てつぞう

藏　（８5歳・袖野）

髙
た か ぎ

木　朝
あ さ お

雄　　（８1歳・袖野）

臼
う す い

井　トミ子　（93歳・大久保）

ー
異い
る
い
き
ゅ
う
こ
ん
た
ん

類
求
婚
譚 

ー

市内の交通事故（２月）
（　　）は１月からの累計

市の人口（住民登録人口）
（　　）は前月比　出生・死亡者数は２月分

市内の火災救急活動（２月）
（　　）は１月からの累計

数字で見る陸前高田市（平成2₉年２月2₈日現在）

金き
ん　

野の　

静　

一
・
文
責

斎　

藤　

多
美
子
・
挿
絵



INFORMATION

民泊の受け入れをしませんか
　市が昨年から取り組んでいる「民泊」の受け
入れ家庭を募集しています。今年は昨年より
多い修学旅行生が陸前高田に訪れる予定です。
一緒にかけがえのない時間を過ごしませんか。
◆問い合わせ先…一般社団法人マルゴト陸前
高田☎0192（22）7410

27
日
㈭
に
大
船
渡
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
ダ

イ
ヤ
を
改
正
し
ま
す
。
新
し
い
時

刻
表
は
Ｊ
Ｒ
陸
前
高
田
駅
や
市
役

所
、
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
Ｊ
Ｒ
東
日
本

気
仙
沼
Ｂ
Ｒ
Ｔ
営
業
所
☎
０
２
２

６（
４
１
）０
０
１
２
ま
た
は
市
役

所
企
画
政
策
課
政
策
推
進
係
（
内

線
１
７
２
）

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
三
陸
自
動

車
道
と
国
道
３
４
３
号
を
通
っ
て
、

盛
駅
・
陸
前
高
田
駅
と
大
船
渡
線

摺
沢
駅
を
結
ぶ
臨
時
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
（
1
日
2
往
復
）。

◆
期
間
…
４
月
28
日
㈮
～
５
月
７

日
㈰

◆
運
行
区
間
…
盛
駅
～
陸
前
高
田

駅
～
矢
作
二
又
駅
（
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ

矢
作
店
前
）
～
摺
沢
駅

◆
料
金
…
各
区
間
５
０
０
円
（
２

区
間
＝
千
円
、
３
区
間
＝
１
５
０

０
円
、
同
区
間
を
含
む
Ｊ
Ｒ
の
乗

車
券
で
も
可
能
で
す
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
Ｊ
Ｒ
東
日
本

お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
☎
０
５

０
（
２
０
１
６
）
１
６
０
０

取
得
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
が

指
定
す
る
教
育
訓
練
講
座
を
受
講

し
、
修
了
し
た
場
合
に
経
費
の
一

部
（
受
講
費
用
の
60
％
、
上
限
20

万
円
）
を
支
給
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
子
ど

も
子
育
て
課
子
ど
も
家
庭
係
（
内

線
２
１
２
）

　

中
国
の
北
京
航
空
航
天
大
学
と

湖
南
師
範
大
学
で
は
、
市
民
対
象

の
奨
学
金
制
度
を
新
設
し
ま
し
た
。

◆
対
象
…
高
校
生
か
ら
社
会
人
の

市
民
（
大
学
入
学
の
場
合
は
35
歳

以
下
）

◆
奨
学
金（
１
年
間
）…
❶
北
京
航

空
航
天
大
学
＝
約
40
万
円
❷
湖
南

師
範
大
学
＝
約
26
万
円

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
内

線
２
５
５
）

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
ア
バ
ッ
セ

前
に「
ま
ち
な
か
陸
前
高
田
駅
」が

開
業
す
る
の
に
合
わ
せ
て
、
４
月

　

フ
ォ
レ
ス
ト
ｉア

イ（
八
幡
平
市
）で

は
、
各
種
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

【
自
然
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
】　
低

木
の
手
入
れ
や
周
辺
の
整
備
を
し

ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

◆
日
時
…
４
月
29
日
㈯
、
午
前
10

時
～
午
後
３
時

◆
定
員
…
先
着
40
人

【
カ
タ
ク
リ
自
然
観
察
会
】　
カ
タ

ク
リ
の
群
生
地
へ
案
内
し
ま
す
。

◆
日
時
…
４
月
30
日
㈰
、
午
前
９

時
～
正
午

◆
参
加
料
…
千
円

◆
定
員
…
先
着
20
人

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

県
民
の
森
・
森
林
ふ
れ
あ
い
学
習

館
フ
ォ
レ
ス
ト
ｉ
☎
０
１
９
５

（
７
８
）２
０
９
２

　

今
年
で
29
回
目
を
迎
え
る
全
国

太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
10
月
15

◆
場
所
…
🅐
🅑
🅒
ク
ラ
ス
＝
竹
駒

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
🅓

＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
会
費
…
月
２
千
円

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
シ
ニ
ア
ネ
ッ

ト
リ
ア
ス
・
高
田
（
小
野
寺
）
☎

０
１
９
２
（
５
４
）
３
８
２
０

　

母
子
・
父
子
家
庭
の
父
母
を
対

象
に
、
資
格
取
得
を
支
援
す
る
た

め
の
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

支
給
に
は
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

【
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
】

　

看
護
師
や
介
護
福
祉
士
な
ど
の

資
格
取
得
の
た
め
に
１
年
以
上
養

成
機
関
で
修
業
す
る
場
合
、
❶
高

等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
や
、
❷

高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金

を
支
給
し
ま
す
。

◆
支
給
額（
月
額
）…
❶
７
万
５
千

円
（
市
民
税
非
課
税
世
帯
は
10
万

円
）
❷
２
万
５
千
円
（
同
５
万
円
）

【
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
】

　

就
職
に
必
要
な
技
能
や
資
格
を

　

市
は
、
防
災
集
団
移
転
促
進
事

業
で
市
が
買
い
取
っ
た
被
災
宅
地

の
草
刈
り
や
清
掃
な
ど
の
維
持
管

理
作
業
（
年
３
回
）
を
行
う
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象
団
体
…
被
災
し
た
地
域
を

活
動
範
囲
と
す
る
自
治
会
（
10
人

以
上
で
構
成
）

◆
補
助
額
…
１
平
方
㍍
１
回
当
た

り
11
円

◆
申
請
期
限
…
４
月
28
日
㈮

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
復
興

推
進
課
土
地
利
用
係
（
内
線
４
３

４
）

　

初
心
者
対
象
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
（
パ
ソ

コ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
人
に
は
無

料
で
貸
し
出
し
ま
す
）。

◆
ク
ラ
ス
・
日
時
…
🅐
＝
毎
週
日

曜
日
午
前
９
時
～
正
午
🅑
＝
毎
週

金
曜
日
午
後
１
時
～
４
時
🅒
＝
毎

週
水
曜
日
午
前
９
時
～
正
午
🅓
＝

毎
週
火
曜
日
午
後
６
時
半
～
９
時

㈰
開
催
予
定
）
の
実
行
委
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
全
国
に

誇
る「
太
鼓
の
甲
子
園
」を
作
り
上

げ
ま
せ
ん
か
。

◆
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
…
全
国

太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

会
事
務
局
（
市
役
所
商
工
観
光
課

内
・
内
線
３
８
５
）

　

市
教
育
委
員
会
は
、
修
学
資
金

を
無
利
子
で
貸
し
付
け
す
る
奨
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
…
保
護
者
が
市
内
に

住
み
、
高
校
や
大
学
、
短
大
、
専

門
学
校
な
ど
に
進
学
ま
た
は
在
学

中
の
人

◆
貸
与
金
額（
月
額
）…
❶
高
校
＝

１
万
円
❷
大
学
・
短
大
・
専
門
学

校
な
ど
＝
３
万
円

◆
貸
与
期
間
…
４
月
か
ら
正
規
修

業
年
度
ま
で

◆
申
請
方
法
…
市
教
育
委
員
会
で

配
布
す
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
提
出
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限
…
５
月
10
日
㈬

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
学
務
係
（
内
線
２

８
１
）

◆
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
…
気
仙

大
工
左
官
伝
承
館
☎
０
１
９
２

（
５
６
）２
９
１
１

　

気
仙
失
語
症
友
の
会
・
は
ま

り
ゃ
す
ぺ
ゃ
で
は
、
失
語
症
な
ど

で
言
語
障
害
の
あ
る
人
と
家
族
な

ど
と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
…
４
月
22
日
㈯
、
午
後
１

時
半
～
３
時
半

◆
場
所
…
県
立
福
祉
の
里
セ
ン

タ
ー
（
大
船
渡
市
立
根
町
）

◆
会
費（
初
回
は
誰
で
も
無
料
）…

失
語
症
当
事
者
３
０
０
人
、
家
族

２
０
０
円
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
０

０
円（
食
事
会
の
場
合
は
食
事
代
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

気
仙
失
語
症
友
の
会
・
は
ま
り
ゃ

す
ぺ
ゃ（
西
條
）☎
０
９
０
（
８
４

２
４
）
６
３
９
３

◆
開
催
日
時
…
毎
月
第
２
・
第
４

土
曜
日
、
午
前
９
時
～
９
時
半

◆
場
所
…
栃
ヶ
沢
公
園
（
雨
天
の

場
合
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
保
健

課
保
健
係
（
内
線
２
４
１
）

　

再
生
の
里
ヤ
ル
キ
タ
ウ
ン
で
は
、

「
春
祭
り
２
０
１
７“
ふ
れ
あ
い
動

物
園
”」を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
…
４
月
23
日
㈰
、
午
前
10

時
～
午
後
３
時

◆
内
容
…
岩
手
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク

か
ら
の「
ふ
れ
あ
い
動
物
園
」、
ミ

ニ
サ
ッ
カ
ー
教
室
、
屋
台
な
ど

◆
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
…
再
生

の
里
ヤ
ル
キ
タ
ウ
ン（
熊
谷
）☎
０

１
９
２（
５
５
）３
０
７
７

　

気
仙
大
工
左
官
伝
承
館
で
は
、

筝
曲
家
の
安あ

ん
ど
う
ま
さ
て
る

藤
政
輝
氏
の
演
奏
会

を
開
催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で

す
が
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◆
日
時
…
４
月
29
日
㈯
、
午
後
２

時
～
３
時
半（
午
後
１
時
半
開
場
）

　

岩
手
大
学
や
立
教
大
学
を
は
じ

め
と
す
る
国
内
外
の
学
生
・
教
職

員
と
地
域
住
民
の
交
流
活
動
拠
点

「
陸
前
高
田
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン

パ
ス
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
館

内
見
学
会
も
実
施
。
参
加
は
無
料

で
、
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◆
日
時
…
４
月
25
日
㈫
、
午
後
３

時
～
５
時

◆
場
所
…
陸
前
高
田
グ
ロ
ー
バ
ル

キ
ャ
ン
パ
ス
（
高
田
東
中
学
校
旧

校
舎
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
企
画

政
策
課
政
策
推
進
係
（
内
線
１
７

２
）

　

健
康
運
動
指
導
士
の
藤ふ

じ
の野
恵え

み美

さ
ん
を
講
師
に
健
康
体
操
を
実
施

し
ま
す
。
健
康
づ
く
り
に
一
緒
に

体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。
誰
で
も

無
料
で
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

中
国
の
２
大
学
か
ら

市
民
対
象
の
奨
学
生
制
度

資
格
取
得
に
活
用
く
だ
さ
い

母
子
・
父
子
家
庭

自
立
支
援
給
付
金

お
知
ら
せ

開
催
し
ま
す

陸
前
高
田
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

Ｊ
Ｒ
大
船
渡
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ

４
月
27
日
に
ダ
イ
ヤ
改
正

一
緒
に
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

「
陸
前
高
田
災
害
Ｆ
Ｍ
」（
80
・
５
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）で
は
、
災
害
情
報
や
身
近
な
生
活
情
報
を
放
送
し
て
い
ま
す

　　

盛
駅
と
大
船
渡
線
摺
沢
駅
を
結
ぶ

臨
時
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

地
域
住
民
で
市
有
地
の
管
理

防
災
集
団
移
転
用
地
管
理

事
業
費
補
助
金

募
集
し
ま
す

障
害
を
気
に
せ
ず
楽
し
む
機
会

失
語
症
当
事
者
と
家
族
の

交
流
会

向
学
心
の
あ
る
学
生
を
応
援

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

春
を
奏
で
る
箏
の
調
べ

安
藤
政
輝
演
奏
会

フ
ォ
レ
ス
ト
ｉ
主
催
の
行
事
で

自
然
に
親
し
も
う

一
緒
に
作
り
上
げ
ま
せ
ん
か

全
国
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員

珍
し
い
動
物
と
触
れ
合
お
う

春
祭
り
２
０
１
７

健
康
づ
く
り
に
青
空
の
下

み
ん
な
で
体
操
し
ま
し
ょ
う
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■
編　
集　
後　
記

　　
春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季

節
︒
高
田
東
中
の
卒
業
式
で

は
︑
卒
業
生
の
希
望
に
満
ち

た
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
︒

▼
陸
前
高
田
を
離
れ
る
人
も

い
れ
ば
︑
新
し
く
来
る
人
も

い
ま
す
︒
一
度
で
き
た
「
つ

な
が
り
」
は
な
く
な
る
訳
で

は
な
い
の
で
︑
新
し
い
出
会

い
を
楽
し
み
に
︑
４
月
か
ら

も
広
報
の
編
集
に
携
わ
り
た

い
と
思
い
ま
す
︒（
田
宮
）

　
私
が
担
当
す
る
「
広
報
り

く
ぜ
ん
た
か
た
」
は
今
回
で

最
後
に
な
り
ま
し
た
︒
１
年

間
︑
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
︑
出
会
っ
た
皆

さ
ん
︑
毎
号
読
ん
で
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
︑
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒
派

遣
元
に
戻
っ
て
も
陸
前
高
田

で
の「
縁
」と「
つ
な
が
り
」を

大
切
に
し
て
い
き
ま
す
︒

（
八
幡
平
市
・
北
口
拓
也
）

野菜の力でヘルシーおやつ
　ジャガ芋に含まれる炭水化物は、小麦粉の約４分の１と少
なく、その分エネルギーの低いおやつを作ることができます。
油で揚げずにオーブンで焼いて（1８0度、15分ほど）、焼きドー
ナツにすると１個あたり約40％のエネルギーカットになりま
す。また、チーズを混ぜてみたり、きな粉やゴマをまぶして
みたりして一工夫を加えることで、カルシウム補給にもなり
おすすめです。

◆問い合わせ先…市役所保健課保健係⎝内線244⎠

（１個分）　エネルギー　118ｋｃａˡ
　　　　　食塩相当量　0．1㌘　

もちもちポテトドーナツ

材　料（₁2個分）
ジャガイモ･･･････３個（300㌘）
ホットケーキミックス･･･150㌘
揚げ油･･････････････････適量
※お好みでまぶす
・グラニュー糖
・きな粉
・黒すりごま
・シナモン
・抹茶

❶　ジャガイモは一口大に切り、
やわらかくゆで（または電子
レンジで加熱）、熱いうちにつ
ぶす。

❷　❶にホットケーキミックス
を加えてよく混ぜ、耳たぶく
らいのかたさにまとめる。水
分が少ない場合は水を加えて
調整する。

❸　めん棒で❷を１㌢ほどの厚
さに伸ばし、ドーナツ型にく
りぬく（簡単に手で丸めても
よい）

❹　揚げ油を1８0度に熱して❸
を入れ、返しながら５分揚げ、
油を切る。熱いうちにグラニ
ュー糖やきなこなどを入れた
ビニール袋にドーナツを入れ
てよくまぶし完成。

作り方

食生活改善推進員
のおすすめレシピ

Apr.2017 No.1005
広
報
り
く
ぜ
ん
た
か
た


